
ハイユニは世界ではじめてのミクロのシ 
ンです。三菱鉛筆の85年の歴史と技術 
がみのり、あらゆるテストに驚くほ 
.どよい結果がでました。 

くきれいに書け、書きハ 
ません。発売してから3年 
専門家から学童まで多く 
人に愛用されています。 


縮■ユニ 

9 H-6B 17财 /Iダス1200円1本100円 

I 三萎鈕筆 


菱鉛筆株式会社 


多角的な動きを 
軽快に鋭く… 


nitsuka 


觅 ig etr 


二印で輪'ス‘ 

ハント 、 K — ルが^: ' 

ーズとぃぇばタィガ—印 福 JfP ! 

をおいてほかにありません0 
軽くて適度な弾力性をもっ 

た特殊成型底はほかで マネの 出 零響 

来ないく技術》亡す。スタートス 

トツプそして多角的な動きを自由自在に するスピーディなシュ 
ーズ。このシューズがハンドボールのブレーを完全にするのです。 


白地にオリンピックライン 


☆ 22.5~27.0om¥ 1.100 

寅二^ > Jl 嫌致轻*1本社/神戸市須磨局寺田町3 ~ I 支店/神戸•大阪.東京 













「1点」の尊さ、「1点」の重 
さ、「1点」の悲哀……。， 

今回ほど1点の貴重さを思い 
知らされた ことは ない。 

ユ—ゴからあと1点をとつて 
いたら、いや失点を一つ少 くし 
ておけば日本は堂々と世界のベ 
スト K ィトに進出できたであろ 
う。そしてそのあと、四強へ勝 
ち残ることも夢ではなかったの 
だ。 

村田弘監督は『1点の不足、 
気が狂いそうです』と口惜しさ 
苦悩の胸中をこう伝えて来た0 

たしかに、日本の悲願は今回 
の世界選手権 (2 月 26 日〜3月 

8日 フランス)でも成らなかつ 
た0 

ベスト H ィトの壁は高く厚く 
日本の前に立ちはだかってしま 
ったのである。 

しかし、ユーゴとの試合は勝 
利こそ奪えなかったが、日本ハ 
ンドボール界の明らかな前進を 
示すものであった。 

3位の実力を誇ったユーゴと 
引き分けたのだから、と結果論 
を都合よく受けとるような安易 
な根拠ではない。 

大会前、あらゆる関係者が優 
勝候補の一角にすえ、 B 組から 
の勝ちあがりに〃絶対"のらく 
印を捺したューゴに対して、は 
つきりと「勝利への策戰」をた 


てて臨んだ決意と自信。互角の戦 

況……。 

ベスト H ィト入りを逃したこと 
で、宿願のミュンヘン•オリンピ 
ックが一歩遠のいたのではないか 
といぅ悲観が一部にあるのは大き 
な間違いである。 

日本の成長は、なによりも本場 
ml ロッパの関係者を驚ろかし賞 
讃のことばが限りなく寄せられた 
(田村団長の話)。 

むしろ、国際ハン ドボー ル界に 
おける日本の位置は、今回の代表 
の活躍—特にューゴ戦—で高めら 


今回の上位8ヶ国の出場権獲得 
もそれまでは"おあずけ"である 
消息筋は、ミュンヘンのハンド 
ボールが男子のみ 16 ヶ国で行われ 
るのは確定的といい、 IHF 筋も 
当然その線で総ての計画を進めて 
.いる。 

世界選手権後、情報の収集にあ 
たった田村団長(日本協会々長) 
村田監督(日本協会選手強化対策 
委員長)からの連絡によると 、16 
ヶ国で実施の場合、日本にとって 
かなり好条件が示されるだろぅと 
いぅことだ。 


ミュンヘン〃へ大きな希望 

全日本代表の健斗を讃ぇる 


れ、ともすればこれまで、アジア 
という地域的な特殊性で別格扱い 
されていた感じが、今後は実力面 
でも評価を得ることになろう。大 
殊動である。 

最大関心事ともいうべき二年後 
のミュンヘンオリンピック出場問 
題は どうなる か。 

国際ハンドボール連盟 (IH'F 
) は、6月の国際オリンピック委 
員会 (IOC) 総会において一九 
七二年の競技プログラム•要綱が 
最終的に議決されない限り公式な 
発表を一切しないと思う。 


IHF は、ミュンヘンオリンピ 
ックに関する原案を8月上旬スト 
ックホルムで開く技術委員会でね 
り、その案を9月プラハで行う第 
13回 IHF 総会にかけて公表する 
予定のようだ。原案の原案ともい 
うべきものが3月7日パリで技術 
委員によって話し合われ、その際 
日本の実力がかなり高く評価され 
た模様である。(詳報 28 頁) 

IOC 総会の終らぬ現在、楽 
観は許されぬが、少くとも日本の 
.成長が理論家、•ウルサ型の多い I 
H F の技術委員会で認められたこ 


rr は大きい。 

これはとりもなおさず、今回 
の代表チ—ムの健斗によるもの 
で、筆者が「大殊勲」というゆ 
えんもここにある。 . 

世界第10位。ベスト H ィト入 
りを逸したとはいえ、オリンピ 
ックにつながる今大会で日本は 
立派に所期の目的を果したとい 
ってよい。さらに言を進めるな 
らば、ミュンヘン•オリンピッ 
クでメダルをも奪える足がかり 
をつかんだのだ。 

白昼夢にさえ等しかった「世 
界選手権を我が手に」の野望が、 
自分たちの努力の範囲で成し遂 
げられる可能性が生まれでたこ 
とはすばらしい。 

ューゴ戦で泣いた「1点」は、 
日本ハンドボ—ル界の世界最上 
位に向かうスタートの「点」に 
なったといえる。 

今後はいかにオリンピックで 
よい成績をあげるかが大課題と 
なろう。「参加できた」だけで 
は36年ぶりに迎えたチャンスを 
活かすことにはなるまい。 

頂点強化にあたる指導者や選 
手の精進もさることながら、国 
内の協力体制も不可欠の条件だ。 

〃ミュンヘン"へ。〃世界" 

へ。ム ー ドづ くりから 勝利への 
希望の灯を今回の代表はともし 
てくれ? fc ' のである。 (S) 
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▼9 〜 12 位決定リーグ 
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第7回世界男子 1 7人制 i 
選手権成績表| 

▼決勝 

ルーマニア 13— 12 東ドイツ 
▼3. 4位決定戦 

ユーゴ 29—12 デンマーク 
▼5. 6位決定戦 

西ドイツ 15—14 スウェーデン 
▼7. 8泣決定戦 

チヱコ 21—14 ハンガリ7 


大激戦の A 組、3者が2勝 
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ルーマニア 三度目の優勝 飾る 

躍進•東ドイッは延長戦の末準優勝 . 

健斗の 日本、10 位 K くいこむ 

二月二六日から三月八日まで、 ク 、西ドイッ、 スゥ X I デン、チ大活躍をし、世界のハンドボール位の成績をあげることができた。 
フランス 各地で行なわれた第7回ヱコ、ハンガリーの八ヶ国が決勝：界の大きな話題となった。残念な この大会で、従来とても日本が 
男子7人制ハンドボール選手権大トーナメントに進んだ。 がら、勝ち点では3位のユーゴー歯がたたないとされていたョーロ 
会はルーマニアの一九六一年、一 と同率の3点をあげながら、得失ッパの一流の諸国と対等に試合で 
九六四年の優勝に続いて、三度め 日本三位の ユ—ゴと 点差の関係で、ユーゴーを下廻りきる実力が備ってきたことが、は 
の優勝で幕を.閉じた。 悲願の決勝リーグ進出はならなかつきりと示された。前回、前々回 
本大会予選は フランス 各地にお 弓™' .った。し.^し、9 A 決定リ-グで i 戦するのがせいいっぱいで 
いてーー月二六、二八-0、三月一日 一方、強化に努めた日本は予選では、大敵ソ連には破れはしたがあったが、今回は明らかに勝てる 
の三日間行なわれ、4グループとリー 〆 B 組に出場、前回優勝のチ 1961 年度に行なわれた第四回ところにまで実力をつけてきたこ 
も激戦が続いた•か、 fe 局、ル—マ X コには破れたが今大会三位のユ大会の6位、8位であるアイスラとを世界のハンドボ—ル界にはっ 
ニア東ドイツ、ュ—ゴ、デンマー —ゴと大激戦を展開し引き分ける ンド、フランスを連破し、よく10きりと印象づけた。 
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日本選手団 

▽団長田村正衛（日本協会々長） 

▽監督村田弘 

▽コーチ竹野奉昭（兼 選 手） 

身長体重 

▽選手 I ' cnOCK ) 

GK ①下里敏彦(大崎電気) I 84 . 73 
⑫未田洋(日体大)1 78 . 73 
FP ②飯田誠行(大崎電気)1阶. 77 

③ 斉藤光男（日体大)18 3 . 80 

④ 近森克彦(太崎電 ^)182. 75 

⑤ 木野実 （ワクナガ 薬品）1肌 75 

⑥ 早川清孝（ワクナガ薬品)180. ?〇 

⑦ 東一敏(:大崎電気)180. 7 〇 

⑧ 藤中憲二（日体大 )180. 67 

⑨ 中井武三(同志社 ^)180. 71 

⑩ 江名英彦(三 景 72 

⑪竹野奉昭(大崎電気)1乃. 75 
⑬近藤信行(大崎電気)別. 63 
⑭野田清(大同製鋼) I 69 . 65 

0内数字は背番号 


《本格派》 


スポーツ 服装 


♦ハンドポール♦ベースポール 
• ゴ;レフ•スイミング着スキ- 


純競技仕様 

=すぐれた機能は美しい= 

デサント製品はすべて 
本格派の名にはじない 
く純競技仕様〉……その 
狐高の世界へ肉迫した 
成果をご着用下さい。 


THE BEST 

for typical sportsmen 


original by 



スポーツ 服装専門メーカ— 

株式会社デサント 


ミュンヘンまで残された二年間 
に、この対等に近いところまでき 
た力を、ョーロッパー流国よりも 
上の力にすることが、今後の大き 
な課題となろぅ。とにかく、一流 
国に勝つことは夢でなく、現実の 
ものになっている。 

成績のみから云えば、第五回大 
会、第六回大会の予選リーダの一 
勝二敗が一勝一分一敗になった•た 
けで あるが、内容的に見れば、格 
段の進歩が.見られる。 

第五回大会では、3回の予選リ 
!グで総得点40、総失点90と得失 
点差マィナス 50、第 6 回大会では 
総得点68、総失点89で得失点差マ 
イナス 21と得失点差では、大きな 
マイナスと なっていたが、•今回は 

総得点47、総失点51になり、得失 


点差はマ<ナス4とほぼ得失点は 
バランスを とれるようになった。 

総失点が前回、前々回と比べ、約 
40点へったことは、今大会の前に 
重点的に行なった防御力の向上の 
成果があらわれたものと云える。 

今回の4グル I プに別れた予選 
での総得点で日本は47点で6番目 
総失点で■は少ないほうから12番目 
，となった。各グループ每に所属し 
ているチームが違うのであるから 
これを比較する こと自体 ナンセン 
スかもしれないが、一つの傾向を 
知る ことは できよう。 

以上のように、今回のチームは 
技群の向上を示していることは 
数字の上から、•はつきりしてい 
る。なお、余談になるが今大会の 
個人別得点の1位は 31 点をマーク 


したマキシモフ(ソビエト)、日本 

選手は飯田( 21 点〕が 7 位、木野 
(20点〕が8位だった。 

1〜4位はすべて 
予選リーグの二位チ. 

丨ム 

今大会で1〜4位になったルー 

マニ•ア、東ドイツ、ユ .1 ゴ—、デ 
ンマークの各国はいずれも予選リ 
1グではそれぞれのグル—プの2 
位、ルーマニアは C 組で西ドイツ 
に破れ、東ドイツは A 組でスゥ X 
—デンに敗け、ユーゴーは B 組で 
チヱコに破れ、日本と引き分け、. 
デンマ I クもまた D 組でハンガリ 

1に募をきつしての決勝トーナ 
メント 出場であった。これらの諸 
国がいずれも準々決勝で、一•二 
点差ながら、各組の一位を破って 
準決勝に進出してきたことはすこ 
ぶる興味深い。もつともこれらの 
，諸国はいずれも実力的に見れば各 
グループの中でも優れた力を備え 
ていることは万人の認めるところ 
ではあるが、揃いも揃ってという 
ことになると、前代未聞のことで 
ある0 

いかに各国の実力というものが 
接近し、その日、あるいはその試 
合の調子というものが、試合を左 
右することになるかということを 
示していよう。 

こうした中で、*^定して、すべ 
ての試合に勝ち抜くことが難事で 


あるかが判ろぅ。ここらに伝統© • 
ある チー ム。それに支えられた自 
信の有無といったものが大きく勝 
敗を左右する条件になってくる。 

今大会の焦点となったのは、東 
ドィツの 大活躍である0 . 

前回と前々回は全く不運にも、 
勝ち点では、十分決勝トーナメン 
卜に出る資格を持ちながら、得失 
点差で破れ、悲運のチームと呼ば 
れていた。もともと実力はもって 
いるのだが、東ドィツは男女とも 
世界選手権ではついていない。女 
子でも、 196 5 年の第 3 回大会 
では、優勝したハン ガリー と予選 
で一勝一敗、得失点差は両チーム 
とも〇 になり、引き分け、抽選負 
けをしている。本命視されていた 
第4回大会は流会。今度やつと男 
子が準優勝することになった。. 

日本の今後の 課題， 

今後の日本の飛躍は、なんとい 
っても 場慣れと自信、そして何と 
いつても図抜けた実力の養成にか 
かってこょぅ。第四回大会に初参 
加してから十佘年、回を追ってチ 
—ムカは飛躍的に向上しているこ 
とは明らかである。今回も"世界 
の壁"を半分づき破ることができ 
た。次回は完全に突き破ること 
だ。その日のために、全ハンドボ 
—ル界を挙げて、努力していかな 
けれぱいけない。その日は必ずく 
る、近い将来に。【藤本強】 










—— 日本、得失点差で 8 強入り逸す I 

S 本の出場する予選リ—グ0〇組は前回優勝チ1コ、同7位ユ|ゴ、アメリヵ大陸代表アメリヵ 
が参加して2月26日か63月1日までフランス南西部4都市で行われた。 

日本は、緒戦チ尤コに対して終始相手のベ—スにはまりこみ敗退したが、第2戦.優勝候補ユ 
—ゴとは大会史上まれにみる激戦を演じた末、引き分けた。 

第3戦•アメリヵは初の顏合せだゥたが日本の攻守が上廻り完勝した。この結果、3戦全勝の 
チ xn を追って、日本、ユーゴが 1 勝 1 分 1 敗が同率に並んだ。しかし得失点差でユ—ゴ=ブラ 
ス25、日本=マイナス4となりユ—ゴ2位、0本3位と決定、日本の決勝卜—ナメント(ベスト 
エイト〕進出は惜しいところで成らなか〇た。 

I - —— 予選リ—グ B 組- 


鉄壁のチ I コ守備陣 

日本、 後半の好調 も 実らず 


日本の第 1 戦•チ X コとの試合 
は2月 26 日午後8時 30 分から三千 
の観衆を集めたバィヨンヌ体育館 
で行われ、日本は スタ— 卜から激 
しい斗志でぶっかったが、. Iff 半10 
分をすぎたあとは相手のベ—ス、 
後半の粘りも空しく敗れた。 
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アスクマブカズベタへハコ 
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チ X n 19 l ^ ll 7 29日本 
▽審判ヤネルスタム、ラルソン 
(ともにスウヱーデン) 

後記 村田弘 

〇 . バィ.ヨンヌ市体育館の開館 

記念試合。弾力のすばらしいター 
タンコ^—卜。三千をこすフアンが 
スタンドを埋めた。 

2連勝を狙うチ X コは、緒戦と 
あって立ちあがりからすばらしい 
斗志をのぞかせる。日本も一歩の 
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陣をどぅ切り崩すかがポィント0 
速攻、それに攻撃の安全性を保 
つためにボールの長時間保持から 
確実なシユートを狙ぅことにする 
ディフェンス面では、チヱコの 
スピードと変化、強力なシュート 
には身体(ボディチヱックなど) 
で対抗、特にポスト、中央部を固 


〇……前半両チーム•ともはやい攻 
撃をしかけ、激しい攻防が展開さ 
れた。先取点はチヱコに与えたが 
2分同点、意気がある。 

しかし、マレスの素早い動きを 
ともなった豪快な変化シュートを 
主武器にしたチ X コのスピーディ 
なローリングオフェンスに次第 -^1 
圧倒されはじめ点差を開かれた。 

•0 本も、しばしば得点機をつか 
んだが、シュ—卜が決史らない。 

前評判以上の〃鉄の壁"である 
しかもチ X コの帰陣は早く、日本 
の速攻をよく防ぐ。 

不運もあった。バーに当ったシ 
ュートが4〜5本。あと3点は加 
えておけた。 

〇……後半、チ X コは巧みなメン 
パ—チェンジで攻防のスピードが 
まつたく おとろえない。 

日本は相手の戦法になれ調子が 


あがったが、体力の消もうがはげ 
しく追い切れない。特に X 1ダの 
llm 附近からの強烈なステ.ップシ 
ュ ー トをどうしても 阻めなかった 
結果的には10点差がついたが試 

合後、チェコのケニッヒ•コーチ 
とケンパ氏(西ドィッ)がみえ、 
日本の善戦を讃えてくれた。点差 
のわリに内容は悲観すべきもので 
はない。特にケンパ氏のいうよう 
に「ついていない」場面も多かっ 
た〇ポストに当たったシュートが 
ゴ！ルしていれば14点はマークで 
きたハズ。だがすべてはいいわけ 
にすぎない。 

〇……敗因はスピード、体力、防 
禦カー特に相手 G K の好技にあっ ■ 

た。チヱコが 28 本のシュ—卜しか 

射たず、その7割近くを得点に結 
びつけた「確実さ」は大いに学ば 
ねばならぬことだろう。 


*] 田里田森野藤田川名中 

[0本下飯近木近野早江藤 
SOO 758434120 
0〇 0012122100 


おくれもない意欲充分のスタ—卜 
を切った。 

チヱコのスタートメンバーは G 
K ア！ ノ1スト、 FP マ—レス、 
ズーダ、ブルナー、ハ- y リク、ベ 

ネス、.へルマン。前回優勝時のベ 
スト メンバ—。 日本にしてみれば 
〃鉄の壁"という定評を誇るアー 
ノストを要(かなめ)にした防禦 


める策戦をたてた。 

ユーゴ 3 位目)と引き分けの激戦 


第2戦•ユーゴとの試合は2月 
28 日午後9時から観衆二千二百を 
集めたアジエンで行われた。 

自信にあふれた日本は、立ちあ 
がりこそユ -^ ゴの リ^_ ドを許した 
が、後半は完全に相手を圧倒する 
攻撃を示し再三勝機を得たが、ユ 
丨ゴも優勝候補らしい力で粘りと 
もに〃最後の1点"を奪えぬまま 
引き分けに終った。 


日本义 'gsll'o Y 丨ゴ 
引き分け 

▽審判ヘンゼルシシガー ( と 
もに東ドィツ〕 

後記 村田弘 

〇 . 日本、 rt . 1ゴともこの一戦 

に「ミュンヘン」がかかっている 
ことは同じであつた。 

半年前、タシマイダン杯におい 
て地元でありながら 18119 で敗れ 


得〇 06304300100 

巧クタークトクククタククー 
r ビタ*:*、ヤビビニニキ 


コス 


ビ， 


ス 


V 々ホ ^ h 7/ ^ 
JLn ヤザポホ•ホラカミラプブ 


K 

G 


P 

F 


*] 田里田名藤森田野野川中 

[0本下飯江近近野木竹早藤 
SOO 8387590000 
#0 03106340000 
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ハンドボール 

愛好者 
募集中ガ 


昭和 3B 年チーム結成 
全日本実業団大会6回 
連続出場 


荷役運搬機器の綜合メーカ、 


I 主要製品 


勺ヨ5/産業株式会社 

5屋市干種区豊年町 3 — 37 電話( 74 1 )4121 代表 
東 M 呂業所束厅、都世田谷区祖師谷 2 — 1025 鼇話( 482)3589 


fc ユーゴ は、世界 CD' 五揞に 入る ア 
タツカー•ザグメスター ( lm 91 
88 K ) をメンバーに復帰させて背 
水の陣。 

日本も昨夏の自信が全選手の大 
きな力となっており意欲にあふれ 
た試合前であった。 

チヱコ戦の敗戦をぃかし、失点 

を少くすること-そのためにボ 

ディチヱ ツクと 早い動き、また シ 
ュ—夕 I に対しての詰めなどを充 
分に注意した。 

攻撃は相手の帰陣をしのぐスピ 
I ド、セットでは長いキ—プから 
絶対的チャ，ンスまで組織力を活か 
す ことと した0 

〇……立ちあがりはユーゴのぺ一 
ス 。日本は固くなりすぎ防禦、速 
攻にミスがでて6分には 11 5と 
苦戦。その あとよぅやく 試合のリ 
ズムが もどり 除々 に 速攻、セット 
とも 安定、 20 分 7 —7とタイに 追 
いついた。それぞれ相手の様子を 
うかがう攻防をくり返しながら日 
本の速攻ミス、シュート ミスを ffi 


かしたユーゴは 20' 分すぎの5分間 
に 2 ゴ—ル差 ( 8110 ) をつけ、 
それが前半の点差へつながった。 
〇……後半、日本は前半つながら 
なかった攻防両面のフォロ ！プ， 
レーがょくなり果敢に.ユーゴ陣を 
攻めまくったが、要所におかした 
シュ ートミスでどぅしても 試合の 
主導権を手にすることができなか 

った。 

特に C 7、15|15、16|16と 
三たびの同点のあと、日本はいず 
れも絶好の勝ち越し機をえながら 
それを逸したのは悔み切れない。 

28分16—17と窮地に立たされた 
が、29分気力の一役がゴールに実 
つて引き分けへもちこんだが、ま 
つたく惜しい試合を失った。 

〇……後半は、すべてにユ—ゴを 
上廻り、課題のディフェンスもょ 
かっただけに、この引き分けは惜 
しまれ、悔やまれる。 

しかし、ベテラン近藤が8本の 
シュ I 卜を失敗したのをはじめこ 
こぞという時にシュートが决まら 


ず，その他にも再三相手 GK の好 
守にあったのは不運とともに、日 
本の攻擊面の新しい課題だといえ 
上5。 

ユ ー ゴの主軸ザグ メスタ— は意 
外にそのプレーに鋭さはなかった 
が、強肩を利した強引なプレーは 
パヮ！ハンドボ ー ルの 典型とい 
えた。 

〇……それにしてもいかに「1点」 

が大切であるか-。 

選手の頭の中は失ったヮン•ゴ 
丨ル、攻め損じたシュートが魔の 
よぅにかけめぐった。 

日本の全関係者の期待にこたえ 
られなかった無念さにむせぶ時、 
各国関係者や IF 首脳陣が投げか 
けてくれた激戦•善戦への賞讃の 
言葉は、冷めた•い挨拶にしか聞こ 
えなかった。 

この一戦のくやしさ。次の機会 
にはきっとはらすことを新たな決 
意とした——〇 

(注)個人記録テーブルのうち、 

S はシュート数をあらわす。 


| 過一① ②③④⑤⑥⑦ ⑧⑨⑩ 

V 経。 

n .— 点本 

| 得2 ①②③④⑤⑥⑦⑧ 
本い 秒 

日ソ45§.)-10 >*-2040 卜3540204015 
一敦 P 分分分分分分分分份分分分分分分分分 
| ^ _伴12 4 45 899101516192021242425 
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アメリカから1勝 
あげる 

第 3戦 •ァメリカとの試合は 3 
月 1 日午後 3 時 30 分からッ ー ル— 
ズに千七百の観衆を集めて行われ 
た0 

日本は立ちあがり t そ接戦した 
が次第に多彩な攻撃を実らせ試合 
の主導権を握って危気なく勝った 
日本 21 (IM8 7 )15 ァメリヵ 
得〇 01130421201 15 

q ステース ククツィ テン ラィ J 
リ •ウラクシ11 アウカべテ==3 
メテ セムラ'士，ン j ッ S 

r • ーツ./ィ } 
[- ェ B ネトュポバマ K ダラウ(2 


$] 田里田藤森野藤田中名野1) 

[0本下塘斉近木近野藤ス江竹 
so 01083 3 5 82 513 4 g 
得〇 0332232031221 
▽審判ヘンゼル、シンガ ー (と 
もに東 ドィッ〕 

後記 竹野奉昭 

35点差をつけ、ユ ー ゴ —よりも 
得失点差で上廻ろぅとの意気ごみ 
で、 スタートから 積極的に カット 
速攻にもち こ もぅとしたが、 この 
積極策がゥ ラメに 出、更には選手 
の疲労も重なり、そこを つけこま 
れ、思わぬ失点をし、ベストエィ 
卜入りの野望はくじけた。かえす 
がえすもユーゴー戦の引き分けが 
惜しまれる。 
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シカゴ.リーフ社との技術提携から 

生まれた ユニークな チ ューイ ンガム 

カバヤ.リーフ株式会社.岡山市下石井〗 一2 — 3 


<K8cL のガム> 

® ミント • カット*ガム 
©オレンジ•カット•ガム 
® チ x リー•カツト • ガム 
® レモン•カット • ガム 
® ジュエル • カットガム 


〇 . ただでさえ力が違ぅところとりがし、しかも攻撃法が単調す禦ダィナミックな攻撃、執念の強 


予選リ—グ B 組 
その他の試合 


ューゴ 34(19151153)8 アメリカ 
2 月 26 日•アン グレ ーム 、観衆 
千二百 

〇……ューゴは立ちあがりから余 
裕のある試合ぶりで、14分には4 
IO とした 0 

アメリカ もディフェンスが立ち 
なおるとともにネイラー、ブラス 
が巧くチャンスをつかんで 2 1 4 
としたが、そのあとユーゴはポク 
ラヤク、ラザレビクらが一気の速 
攻を連続させて点差を開き、前半 
で大勢が決した。 ， 
後半もュ—ゴの一方的な試合。 
アメリカは まったく手も足も出ず 

ユ^~ゴは、工^~ ス •ザグ メスター 

をベンチへさげるなど圧倒の試合 
ぶりだった。 

▽主な得点者 C ューゴ〕 ポクラヤ 
ク5、ラザレビク8、ルブルニク 
5、ミルコビク5、カラリク4、 
ブガルスキ ー 4 

〔アメリカ〕ネイラ12、ブラス 
2 、 K •セウテ2 

チェコ も アメリカに楽勝 
チヱ コ23 へ 1013—45)9ァメリカ 
, 2 月 28 日、 アジヱン 、観衆二千 
二百 


へチヱコはペストメンバ—でスタ 
1卜〇チェコにとっては"調整〃 
の役割をはたすょぅな試合であっ 
た。 

チヱコの多彩な個人技とチーム 
プレーは前半15分で勝負のメドを 
つけてしまった。 

アメリカは 35才のベテラン•ユ 
ラクを軸に懸命な試合ぶりだった 
がスピード、テクニックともみお 


チ X n 16B M 312 >5 ユ—ゴ 
3 月 1日、ッール I ズ観衆千 
七百 

観戦記 村田.弘 

〇……ともに第一の目標べストェ 
イト入りを決定づけ余祐がぁった 

ユ—ゴは立ちぁがり好調にチヱ 
コを 攻めつ け 5分 311 とリード 
そのままのべースで前半を終えた 
ところが後半になるとチヱコは 
ガラリと戦法を変え、若手をしき 
りに送って彼らの強引なシュート 
でゴールを奪った。 

ユーゴのディフェンスが組織的 
な動きを欠いたわずかなスキを逃 
さずチヱコは次第に点差をっめる 
とともに、 GK アーノ ストが本領 
を発揮、ューゴの強シュートをこ 
とごとくさばいて13分間、ューゴ 


ぎた。 

チヱコは、マレスの華れいなフ 
エィントプレーと、左腕ブル I ナ 
の銳いシュ—卜などでしばしば" 
見せ場"をつくった。 

▽主な得点者 C チヱコ〕ブルー.ナ 
6、 ズ ー ダ 4、 クラナト 3、ベネ 
ス 3、 クリムシク 3 
〔アメリカ〕 ベルクホルツ6、ネ 

イラ13 


を無得点におさえたのは鮮やかで 
あった。調子にのったチェコは 15 
分までに連続 6 ゴ ー ル。 141 12 と 
逆転してしまった。ユーゴが焦っ 
て退場者を出した時、左腕•ブル 
ナ ー をすかさず起用、1点をあげ 
るなど王者にふさわしい試合運び 
(ベンチ ヮーク ) もみごと。 

ブルナーはアキレス腱を痛め最 
近2年間に2回も手術、昨年11月 

からトレーニングをはじめ、カム 
バックした 選手 だ。 

終盤になってユーゴも調子をと 
りもどし 24 分 15|15 。しかしチヱ 
コは 28 分決勝のゴールを決めてユ 
1ゴを降した。 

〇……後半のはじめてこそューゴ 
の攻防がラフになったが、そのほ 
かはつねに1点をめぐって白熱の 
攻防がくりひろげられ、激しい舫 


さなどすべてが勉強になっ、た。 

それに両国とも違手層が厚い。 
メンバー チェンジしてもチ ームと 
しての組織•力が少しも乱れない 
それに選手.〇個性でガラリと策戦 
が変えられるのもうらやましい。 
予選リ—グ最後を飾るにふさわし 
い力のこもった好試合だった。 
▽主な得点者〔チエコ〕 コネクニ 
イ 4、 ペネス 3 ハブリク 3 
〔ユ ー ゴ〕ザグメスタ 15、 ボラ 
ヤク 3 

〇… B 組出場国メンバ I …〇 

【チヱコ】 VGR ア— ノスト"ス 
カルバン VFP クリム シク、マレ 
ス、ル n シク、カバン。ハブ リク 
ホルバス、ヘルマン、 ベ ネス、ク 
ラナト、ズ I ダ、ブルーナ、コネ 
クニイ、サトラパ、サツサク 
【ユーゴ】 VGK コステイク、ア 
ルスラナジク、メルバ.ル V FP 
プリバニク、ザグ メスタ ー、ポポ 
ビク、ホルバルト、ラブルニク、 
ポクラヤク、カラリク、ミルコビ 
ク、ブガルスキー、ラザレビク、 
ヤクセコビッククルステイク、 
フアフリク 

【アメリカ〕 vGKf ; アス 、ゲル 
レイ、 B •セウテ V FP パ i ク 
ホルツ、ドレ^~^ク、ダンカン、ジ 
ユラク"ラバルべラ、マツカルデ 
イ、ネイラ—、ポンシク 、 K •セ 
ウテ、サリン、トリンクス、ウイ 
ツカ1卜、ウィツテイ 


1点争う白熱の攻防を展開 

チェコ、 B 組で全勝飾る 









合繊糸 • 合繊混紡糸 
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田村紡績株式会社’ 

社長田 村 正 術 


四日市市東茂福町 10 — 17 
TEL 四日市6—2156 (代表) 

郵便番号512 




_京_椹工業瞄式会 ii 



鍛えぬかれた フォ —ムにこ そ、 
メカの真髄がある 

■ジユ I キミ シンは精密工学の結晶と ぅたわれる 高級品。シャ—プなスタイリングで、その名を高めて います。 










日本のハンドボ—ルマンが、ミ 
ユンヘン •オリン。 ヒックに 夢をつ 
ないで、心から送った世界選手権 
—結果は全日本チ—ムの善戦も 
空しく10位とい5成績に終わりは 
したが、予選リ—グで日本が引き 
分けたユ—ゴが、三位に入いると 
い5お添えものもあ〇た。スポ| 
ッに三段論法は成り立ちはしない 
が、日本のハンドボ—ルもりっぱ 
に世界に通用することだけは、は 
っきり した。 ちよう ど選手権の間 
欧米視察のため、在パリ中だった 
ヮクナガ 薬品 KK 専務取締役湧永 
儀助氏からそのユ—ゴ戦の観戦記 
.がとどけられた。観客席からの ユ 
|ゴ戦見たままをお伝えしよ>0。 

〇 . 〇 

週末を利用して対ユーゴー戦を 
観戦するため私は二十八日朝、対 
戦地アゼンに向け出発した。ァゼ 
ンは ヮィンの 産地として知られる 
フランス •ボルド1地方に あり、 
ボルドー駅から急行で約一時間半 
農産物の集荷地と.してもちょっと 
知られた ところら しい。人口は約 
三万とのことだが、ゆうに十万人 
を超す かと 思われるほど大きな町 
に見えた。活況のせいだろう.か。 

試合はアゼン市の中央部にある 
体育館で行なわれた。観客はほぼ 
九分の入りだったが、前の試合の 
チヱコ対アメリカ戦が内容に之し 
かったせいか、失望の色が濃いよ 
うに見うけられた。その半面、次 


ぎの日本対ユーゴー戦に大きな期 
待を寄せていたよぅだ。。しかし 
下馬評は七分三分、あるいは八分 
二分でユ I ゴ優勢に 固まり 日本に 
とって面白くない前景気ではあっ 
た。それを裏付けるかのよぅに試 
合前の練習でもユーゴの圧倒的な 
雰囲気がただよい、比較にならな 
い長身から豪快にくり出すシュー 

卜はゴールに当たって20メートル 

以上も ある 天井にはね返え るほど 
私は勝敗は別として日本チームの 


健斗を•心から念じた。 

観衆は日本チームに大きなそし 
て暖かい声援を惜しまず、特に小 
さい野田君に人気が集まっていた 

試合は日本のスローオフで始ま 
った。日本はよくボールを まわし 
最初のシュートは木野君が打った 
がヵットされ、逆襲にあって簡単 
に1点を先取された。その後連続 
4 点をとられ 4 対〇となつたとき 
はすでに万事休すかと思われたが 
7 〜 8 分ごろ飯田君が価千金のミ 


ドルシュ—卜を扶 め 411。 野田 
君は再三、右サィドからの倒れ込 
みシュートを試みるが、相手が知 
つているせいかほとんど満足な状 
態でシュートできない。しかしユ 
1 ゴも 4 点を先取した安心感から 
か、^るいはこの前の遠征のとき 
日本に引き分けている不安感から 
か動きがス.ム I ズでなく、ただ力 
に頼ったフオーメーシヨンを繰り 
返すだけ。またベンチもリ—ドを 
奪っていながら妙に浮き足だち監 


督が立ち上ってしきりに選手にァ 
ドバイスを与るエキサイトぶりだ 
った。ただデイフヱンスは非常に 

堅固で長身を利した強固な防御は 
威庄が感じられた。また レフ ヱリ 
丨の ジャッジにしてもプッシング 
やホールデイングに対しては非常 
に厳しい半面、体ごとぶつかるデ 
イフ X ンスには寛大であるため、 
体格差を利したューゴのディ フ X 
ンスは効果的だった。しかもチヤ 
1ジングは枝とんど反則としてと 


られぬため、体格的にハンデー 
のある日本チームは苦戦を強いら 
れたといえる。それでも日本は1 
点差まで追い上げ、下里君に変わ 
った ゴールキ I パ ー本田君の活躍 
に観客は大声援を送り、試合はに 
わかに盛り上がってきた。ューゴ 
はさかんにメンバーチヱンジを繰 
り返し、ポポ . e クのポストプレー 
ミルコビク の パスプレ I を中心に 
立ち上がりの点差を保持したまま 
10対8で前半を終わった。 

ユ^—ゴのスローオフで始まった 

.後半も相い変らず一進一退、日本 
の小わざとユーゴの力強さが目立 
つ' 観客はあらためてユ—ゴ強し 
の感を深めながらも遠来の日本チ 
丨ムに声援を送る。しかし点差は 
いっこぅに縮まらず、振り出しの 
4 点差となったときは、私たちも 
観客の間にも悲観の色が濃くなっ 
た0 

だが、残り10分頃から日本チー 
ムはにわかに活気づいてきた。選 
手たちの動きが機敏になり、木野 
君のパスがょく通り、野田君のシ 
ュートが決まりはじめ、近藤君に 
代わった東君の強引なプレーがし 
ばしば成功して日本はじりじりと 
追い上げていった。この日本の上 
げ潮ムードに観客は大喜び、そし 
てついに残り 5 分で 1 点差まで追 
い上げた。 

こうなると完全に日本のベース 
だ。ュ i ゴは選手もベンチもすっ 


かり冷静さを失い、監督がコ彳卜 
の片隅にまで出て、しまいに選手 
を激励する始末。こうしたあせり 
がまた反則を誘発、残り1分で日 
本は7 メートルスロ—を得た。近 
森君が揮身の力を込めて打ったボ 
丨ルはゴールをかすめてゴールィ 
ン。ついに同点。すっかり熱狂し 
た大観衆と ともに 私 も 劇的な日本 
の逆転を信じた。追う者追われる 
者、ユーゴの追いつめられた気持 
ちが ありあり とうかがわれる。も 
はや時間はない。 

体育館全体が完全に興奮のるつ 
ぼと北した。しかし時間は容しや 
なく過ぎる。ついにユーゴの攻撃 
中17対17で試合終了の笛が響き渡 

った。 

延長戦があれば一誰もがそう思 
っただろう。もう少し早く、あの 
日本の爆発的な反撃が始まってい 
たらと惜しまれてならない。 

体育館を揺るがすょうな大拍手 
がしばらく鳴りやまなかったこと 
からも日本チームの健斗ぶりがう 
かが われょう。 しかし不思議にし 
めっぽい気持ちはなかった。いろ 
いろなハンデを背負いながらまた 
遠征という不利を見事にはね返し 
大健斗してくれた日本チームにた 
った一人の日本人観客だった私も 
胸を張った。「ジャボン、ジャポ 
ン」を連発していつまでも日本チ 
丨ムの健斗を祝福する観衆をあと 
に私は会場をあとにした。 


I 日本対ユ—ゴ観戦記- 

遅かった日本の反撃 

延長戦があれば勝てた// 

- rriTV 湧永儀助 I 




—日本、ソビエトとの9位争いに敗れる—— 

予違リ_グ各組3位の4ケ国による9〜12決定リーダは3月3 , 4，6の3日間パリのハンドボール¬ 
バ レスを主会場に行われた。 

このリーグに出場したのは日本のほかソビエト，アイスランド，フランス。 

大会前，優勝候補の一つに数えられていたソビエトがベストエイト入りを逸しての登場は大きな話題と 
なった。試合は予想どおり有力とみられた日本とソビエトが，ともにアイスランド，フランスから勝ち星 
をあげ最終戦で9位をかけ対戦，日本は立ちあがり2点を先取したが，長身のソビエトにすぐ逆転され敗 
れた〇日本はこれで10位に決まった0 

- 9〜12位決定リーグ戦- 


日本、 たえす先行して制勝 

スピードに欠けるアィスランド 


9 位決定リ—グ戦第 1 日は 3 月 
3 日行われ日本は午後 8 時 30 分か 
らパリ 市 郊外クレでアィスランド 
(D 組 3 位〕と対戦した。観衆二 
千0 

日*:||109)3 

得〇 〇1〇 5 


アイスラ 
ン*卜 


15 2 2 1 

,,,ンンンンンンンンンンンン 

K ソソソソ，ソソソ、> ソソ、/ 

ンゴレレノ/ンノーン/一 
ラル*\; y ィヵィルヵ 
スボシクキノョテョステバス 
インムルグジスジオスく才 
アイ トト •グ••ルン. 

t フェスブマ5シ01ハス A 
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M 田里田森野川中田井名野 
2 東 
[ fa 本下飯近木早藤野中江竹 
SOOW 384407020 
得〇 03360205010 

後記 村田弘 

〇 ……ベストエィト 入りを逸した 
とはいえ各国は" 9 位".に新しい 
ファィトを もやしてパリに集結し 
た。パリ郊外といってもホテルか 
らバスで2時間のとこるしかも館 
内の照明度が低くやりにくかった 

アイスランドは1 m 90 以上の選 
手が 4 人。中でもスババルソンは 
lm98 、 91K という大会の最長身 
選手。 


しかし全般に スピー ドのあるプ 
レーが少いことが試合前の練習で 
わかった。 

日本はいつものようにディフ X 
ンスの強固、激しさを増して失点 
を少なくすることに注意、特に激 
しさには，荒さ#も加味してであ 
る0 

〇……よい意味の荒さ^^こうゆ 
う言葉があるかないかは別として 
——がなければ、 ヨー ロッパ諸国 
に対抗はできない。ナショナルチ 
1ムの勝負への執着は.すさまじい 
ばかりである。 

攻撃面において日本は、一応ど 
のようなチームに対してでも 18 〜 
20点をあげる自信がついて来てい 
る。ポイントはやはり"守りの強 
さ"なのだ。 

大型選手のジャンプシュートそ 

ぐ、 


れにアンダーシュートへの詰めの 
早さもこの試合ではヵギとなる。 

〇 . 試合開始。なんとアイスラ 

ンドは小がらな違手でスタートし 
て来た。 

日本は速攻、個人のフヱイント 
シュートが実ってたえず主導権を 
揖った。 

アイスランドも前半なかばすぎ 
から長身選手を送りこみ、ゴール 
前の豪放なローリングオフェンス 
とフリー ス P 1 からのポイントを 
とって来た。 

日本も木野の絶好なフットヮー 

クか らのシ ュート、野田の プロン 
ジョンシ ュートなど多彩な展開を 
示し観衆の声援も日本に集って好 
調な試合運びだった。 

〇 . 後半2度ほど5点をリード 

したが、終盤、少しへばり気味と 

なりデイフヱンスのフォーメ I シ 
ヨンが 乱れて追いこみにあった。 

しかし、たえず先行していたた 
め余祐があり、苦しむことはなか 

つた。 


»o 〇11〇 3 r 


バランスのとれた攻守 

会心の試合ぶり示す 


9 位決定リーグ戦第 2 日は 3 月 

4 日パリ•ハンドボ—ルパレスに 
観衆四千を集めて行われ日本はフ 
ランス ( C 組)と対戦した。 

日本 22( 913 M 6 7)13フランス 


ス 


クトドドスエンュータステ 


，ナンルルイジ/. 

ン J レカカ アレ【ベ 
ラ-セリリユノバ * H 
ヱ•■•リラノクチ 

レフ BRM ドリゲアヱ 


テ 


:ポカ 


K 

G 


P 

F 


本 


T 

M 
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24 


後記 村田弘 

〇……開催国フランスとしては予 
選リ—グが西ドイツ、ル—マニア 
の強敵にはさまれたためべストエ 
イト\り^はじめから「難しい一 


田里田田森野名藤川藤野 

[0本下飯野近木江近早斎竹 
SOO 9298332222 
得〇 07214311210 


とし、9位リーダに全力を傾注し 
てぃた0 

ところが、前日ソビエトに敗れ 
て意欲がぅすらいだ感じだった。 

9 位をめざす日本はフアイト充 
分。この気力の差がスコアになっ 
て表れたといってよかった。. 

〇……スタートから日本は果敢な 
攻擊を展開、フランス•デイフ X 
ンスの乱れをついて着々と加点し 
た0 

守っても攻撃の好調に気をよく 
し、固い守りと出足のよいつぶし 
でフランスの攻擊を阻み、かく乱 
させることができた。 

フランスはホーム n 丨卜だけあ 
って 練習量も充分あり、予選 リ ー 
グでル ■ —マニア、西 V イッを3 点 
差まで追いこんだ自信は相当なも 
のがあったハズだが、ムードの高 
まりが なくコンビネー ションがま 
ったく整っていなかった。 

個人技で攻めこみ、時おり強引 
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【ソビェト] 

ハ era 

GK ウイルソン 188 

セメノワ 181 

イチエンコ 188 

F P ソロムコ 172 

マキシモフ 187 

フクハカーゼ 171 

ゼレノフ 184 

シャジュ 174 

クリモフ 190 

チヱルツバーゼ 185 

マシヨリン 190 

パノフ 191 

ズドレンコ 176 

コジ: a コフ 184 

シェフチェンコ 178 

グルビス 181 

【アイスランド】 

GK プジョェルソン 188 

H • ェイナルソン 186 

フインガボソン 179 

FP S • ェイナルソン 178 

シモナルソン 182 

ブジョルグビンソン178 
E •マグヌソン 196 

S •ジョンソン 178 

シグステイソン 178 

〇 •ジョンソン 190 

I • オスカーソン 190 

ハルステインソン 185 

B •ジョンソン 181 

スババルソン 198 

A •オスカーソン 178 

J •マグヌソン 187 

【フランス] 

GK フェリナク 175 

B •七レント 183 

ラプラーニュ 180 

FPR • リカルド 185 

ガラント 184 

M -リカルド 180 

ドリュアイス 183 

ジェルメイン 189 

アグーニュ 177 

ニタ 192 

ェチェべリィ 1 75 

A •セレント 175 

ポルテ 179 

カリテ 175 

ブルネット 192 

リラルジェ 192 

-9一 12位決定リーグ ーー 
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ハ ソ日アフ： P 得夕 

曼ソビエト…〇〇〇丨672 4： 
⑩日 本❶…〇〇： 454 6( 

⑪アイスランド•♦…〇； 2 53 5( 
⑫フランス#〇•…； 044 6( 
P はポイント勝=2点 


なシュ—卜を放って来るだけでは 
恐しさも感じない。 

0……日本は飯田、木野が当たり 
攻防の バランスもとれて いた。特 
に守りの 固さとまとまり がよく、 
「よい防禦によい攻擊あり」をい 
かんなく発揮した。 


〃防禦が課題である r ことは、 
3年前の前大会の時点からたえず 
我々の頭のなかにあったわけで、 
今大会を迎えてかなり向上したと 
はいえ、今度は攻防の 均こぅと い 
ぅテ—マが生じて来た。その意味 
でこの一戦は大きな収獲といえる 


疲れで精彩欠く日本 


9位決定リ—グ戦第3日は3月 

6日パリ•ハンドボ1ルパレスに 

三千の観衆を集めて行われ、日本 
は9位をかけてソビエト ( A 組) 
と対戦した。 

ソビ H 卜 27(1611 M 6 6)12日 本 

後記 村田弘 

〇 . 2月 26 日の第一戦から9日 

目。この間すでに4都市5会場を 
転戦。さすがに疲れがのぞくが最 
終試合それも9位をかけての対戦 
とあって気力を振いたたせる。 
一方のソビヱトは大会前、優勝 


#0 00622546110 

r -, ンココフゼュフンフコフコ 


ビ 


ソンムモ 
ル H 


ン n 


ン 


カジ モ— ::エ 
シ m ノレュチ 


イチ P キ 


'ノク H 
t ウイソマフシクマパズコシ 

■■ C . / _ S 


シドジ_ 
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P 

F 


*] 田里田野田川井藤中森野 

[0本下飯木野早中近藤近竹 
SOO 7600132170 
得〇 04200011040 | 2- 
最有力候補にあげられていた。 

ョー ロッパの関係者は口を揃え 
て「ソビ H 卜、ルーマニア、東独 


27 

2 , 

4 

= 

5 

) 
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の争覇」とい〇ていたのだ。 

前回4位の面目も あり、 その斗 
志は日本に優るとも劣らない様子 
が試合前からぅかがえた。 

〇……日本はついていなかった。 
江名が じんましんで 出場で きぬと 
ころへ、野田が前半10分打撲で退 
場。 

立ちあがりは好調で開始直後に 
連続ゴール、以後も対等以上に試‘ 
合を進めていただけに野田の負傷 
は痛かった。 

ソビエトは しきりと 選手を交替 
させ、それぞれの個人技を多彩に 
組み合せて攻めこんで来る。巧者 
のなかにはさまれた長身選手の豪 
快なジャンプシュ ートや タテの突 
進に日本は しだいに 手を やき、 点 
差をはなされた。 

〇……前半で5点差。なにかはり 
つめた弦がプッリと切れた よぅな 

動きの悪さ . 。 

後半、立ちなおろう としてうつ 
手段•策戦が裏目々々と出る。 


大会最高得点者を狙ぅマキシモ 
フを徹底したマン•ツゥ•マンで 
追いこむと、前半ぁまり銳さのな 
かったクリモフががぜ A 元気をだ 
すとい■った調子だ。 

日本は気力もともなわず、完敗 
してしまった。 

〇……試合を終っていくつかの反 
省だけが残る拙戦だった。 

の壁"を突き破るには実 
に多くの課題がぁる。 

9日間6試合の日程は決してき 
ついものではないが深夜にかかる 
レセプション、都市から都市への 
移動、そして まったく 息のぬけな 
い一試合々々。. 

技術的には各国とヒヶをとらぬ 
までに成長したと自負できる日本 
に立ちはだかったのは、こぅした 
肉体的、精神的課題なのだ。 

それに選手層。各国は当日の相 
手はもとょり、次の対戦まで考え 
ての選手起用をする。 

〇 . 日本のように一戦々々に全 


力を注ぎ H ンジン全開にも似た方 
法は苦しい。ベストエイトに並ん 
だ各国は「負けてもよい試合」 さ 
え考えて来ているのである。 . 

予選リーグ 1 位が決勝卜—ナメ 
ントの1回戦 ■(= 準々決勝)で撤 
って敗れたのは決して〃番狂せ， 
ではないのだ。 

10位に終った現在、すべてが弁 
解になり、すべてがグチに聞こえ 
るが、少くとも日本の戦カアップ 
は誇ってよいと思う。 

しかし、今述べたような総ての 
面を含んだ戦力、チ—ムカという 
ことになると考えなければならぬ 
テ—マは多い。 

ソビ H 卜のような技心両面の力 
強いハンド ボー ルを身につけるこ 
とが今後の最大課題であろう〇- 

アイスランドが11位 

フランスは12位に終る 
ソビ H 卜 25(12131 177 ) 14 フランス 
▽主な得点者〔ソビ H 卜〕ジヤジ 
ユ 710、 マキシモフ 3、 パノフ 3 
ツェレ I フ 3、 〔フランス〕 M * 
リカルド 5 

ソビヱト A 118 I I10515 K ? スラ 
▽個人記録不明 

VTI スラ Arfv 0 フランス 
▽主な得点者 〔アイスランド〕マ 
グヌスソン 4、 ハルステインセン 
4、〔 フランス〕 M •リカルド 7 
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伯仲の実力、すべて 2 点内の接戦 |g 

B 強激突の決勝卜—ナメン • 


2 月 26 日から 3 DF 1 日までの 3 
日間、 18 都市で行われた予選リー 
グ 4 組 24 試合の結果、各組上位 2 
国が決勝卜—ナメント (ベスト M 
ィト〕へ進出、組み合せが次のょ 
ぅに決まり 3 月 3 日から激戦を再 
開した。 

〇…決勝^-ナメント 

組み合せ…〇 

j — スウエーデン 

一 I ルーマニア 
— I 一 I チ X 

-優勝-— I 1 龄 -〆 マィ ;; 

丄 r 東ドィツ 

— I —ハンガリー 


準々 決勝 


ル—マニア、前半の 
優位守る 

〇……両者は第 5 回大会決勝以来 
の宿敵。前半の 4 点差を追ぅスゥ 
ヱーデンの反撃に六千の観衆は大 
いに沸いた。 

ルーマニアの反撃は快調で立ち 
あがりからグル イア 、ガツの 〃 G 
G 砲"を中心に多彩なプン—をみ 
せてポイント、.守っても巧みなつ 


ルーマニ 5 へ 10 16 ノ 


ァ 1 V 5 1 71 デン 
得〇 063112000 

d ムンンンンントクンン 

7--ェソ V”47 

rt ル ！？“ T 

[^ストアべ L カセコ D ヤ 
{ /- ( -\ 

KP ま.ロズマーースヘ独\ 


0ヌ アンアンクツドスク 
^ リィバスィス 
一•ラ(•トネシネ q 
( テルル リクへ 
レべオゴグモマガキグポ 

得〇 115203210 


ぶしでスウヱーデ.ン得意のフォー 
メーシヨンプレーを封じた。 

スウヱー デンは 8 分 2 —3とし 
たが、その後は追加点があげられ 
ず、 20 分 6—2 、 25 分 814と 差 
を開かれた。 

〇 . 後半になつても両チームの 

攻撃リズムは変ることなく、10分 
ルーマニアは13|7と6点差をつ 
けてそのまま押し切るかにみえた 
ところがスヴヱーデンは、12分 
ペルスソンのゲットを口火にがぜ 
ん攻撃展開.が好調子となり、ルー 
マニアの執ようなマ—クから得た 


7 MT をアンデルセンが確実に決 
めるなどして追いあげ25分には12 
— 14 、 29 分には 13114 と迫った。 
〇……前半の平凡な内容に失望し 
かけていた館内は騷然となったが 
ル！ マニアは 29 分 30 秒、 スゥ ヱ I 
デンの野望を碎くシユー トをグ ル 
ィアが決め辛くも逃げこんだ。ス 
ゥヱー デンの追撃は あまりに も遅 
すぎた (3 月 3 日.パリ•観衆六 
千) 

前回の王者、チヱコ敗る 
バンマ 1 18 @||97) 16 チ X n 
得〇 0302100310616 

d トンンクスクスンスダナイ 

スバシ ニ フ 
ヱノルバムレ ネ I レク 3 
.，一カ リフルル ルネぐ 
rL アスカクマハホへべズブコ 


K P 
G F 


¥ふ yv^r ( 職 ) 


をあげ、快調な滑り出しであった 
が5分同点とされ、その後は 17 分 
に 414 としただけで、自己のベ 
1スで試合を進めることができな 
かった。デンマークはぺ^ ターセ 
ン、グラベルセンが前半各4点を 
あげる活躍で17分以後自己のぺ I 
スにチヱコを引きこみ、 10 |7と 
3点の リードで 前半を終った. 0 

後半、チェコもマレスからのパ 
スで追いあげ、 17115 の2点差に 
追いついたのは 51 分であった。 

しかし、デンマ—クはこのあと 
一点を追加し、追いすがるチヱコ 
をつき放した。 

前回の決勝戦の再来として、ブ 
.ザンソンの 体育館開館以来の大人 
りを記録した観衆もこの熱戦を見 
つめ特に後半、チ X コが追いあげ 
はじめてから大いに館内は湧いた 
前回の優勝国 チ ュ コは 準々決勝に 
して早くも敗れ去った (3 月 3 日 
ブザンソン、観衆三千五百) 


激戦//•東西ドイツ延長演ず 


東ドイツ 18 


17 西ドイツ 


コンンンンンンンンンンン•卜 

^セ^セセセ マ セ /- k 
_ 4* I ル六 r ; ルル ー ド”： 

マルタ r ノンべータデンルン⑸ 

ンョニー :;ラー.一ーィラ • 3 
[XK ピ MAG グ P ベハフ B ル 

得〇 0020607200118 
チェコはスタート直後、先取点 


かっては一緒にプレーをしたこ 
とのある両チーム。プレーは似た 
ようなものをもっているのも当然 
で球史に残る大激戦を展開。 

スタートはそれぞれ点をとりあ 
い、313までは同点。その後西 
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モ 
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7 MT (1) 10 



準 


決 


勝 


東 ドィツ 17 f 38 M 7 6)13 ユ丨ゴ 


1^9 

得〇 010210301000 

W ケクフーン I アド トト ゼク 
ソ 、フル 
才 
フ 


-ンスホガ^,ナ 
ヱグ vL ノン-ス ■ ル 


.ラ 


リン 


ン 


/. ル 


才 


[1フフラゼチラゲラべ口ロッ 
ft /- ( - 、 

KP _ • ジヤメルスタン 
G F ■ラルセン(スウ) 


7 

) 
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T 

M 
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^]ククタークトククククィク 
-'> ィニタノ-、、ニヤビキリ 
一けテバス，ルーフリニべ 
ルスんホルブクラルやサ -C 
C アコプザポホラポヵミブラ 

得〇 03510031000 113 

両チームともスタートはやや堅 
くなひ、ユーゴ！が先取点をあげ 
たのは5分であった。すぐに東ド 
イツは追いついた。その後はすべ 
ての面で東ドイツがューゴを圧倒 
していった。特に17分をすぎる頃 

から、東ドイツのフオ ーメシ ヨン 


メ I ションプレ I で、得点を重ね 
34分には10|7と開いた。 

ユ—ゴーの活路はザグメスター 
をポイントできる位置に置き、-彼 
に ボー ルを集める こと だけになっ 
た。この作戦は前半は功を奏した 
が、後半は得点をとるより反撃の 
チャンスを与える ことが 多かった 
東ドイッはゆっくりしたぺ I ス 
で攻聲し、チャンスを確実に ロス 
卜とランドにつないで点を重ねる 
ユーゴは反擊とザグメスタ I の7 
MT によって、後半23分に 14112 
と2点差につめるのがせいいっぱ 
いで東ドイッの洗練された プレー 
にしてやられた。 (3 月 5 日、 ボ 
ルド—、観衆二千五百) 


ル1マニ ,.8 /9——6ノ .2 デン 
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021283200 〇〇 

y ] ヌアギクッアスドンアカン 


ルネ^ァ 


ラ 


レべデサリガダグキモオニゴ 

レ {" - - 


GKFP 審： U - K * ク T ゴ) 


マ1 


8 


プレーが讶え、点差を拡げた。ュ N - fey . 


1ゴは速攻を主体にして追い.かけ 
8—6 で前半を終了した。 

後半開始早々、ューゴ I はプリ 
バニクで1点差に追いあげたが、 
東ドイツは心憎いばかりのフォー 


ンンドンンンンンンン 
セ f セ七セセセ七 
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ンョル T ララ 
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[7- K モ <1ガフグぺハ?0“ 

^0 0213231000 
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決勝へルーマニアと東独 


BssmBS. 


分には3点の先行。しかしハンガ 
リ1はしだいにリズムに乗り、13 
分には同点にもちこんだが、ユー 
ゴーも2点を加点、その後はハン 
ガリーの速攻を主体とした一方的 
なゲームとなり、前半は615。 
この間両チームとも U ズムにのっ 
た攻撃をかりるが両チームゴール 
キーパーのすばらしいプレ！にな 
かなか得点できなかった。 

後半に入ると、ユーゴは攻め手 
を見つけ、後半9分には同点、ま 
た.リードされた後半23分にも 9 — 
9の同点に もちこんだ。 その直後 
に ミル n ビクでリー ドを奪ったユ 
1ゴ—は27分にバルガに同点にさ 
れたが、 残り 2分に ラブ ル ニクが 
決勝点をぁげ辛勝した。予選 リー 
グを苦戦の末勝ちぬいたューゴー 
は準々決勝でもハンガリーに苦し 
み 辛くもべ スト.フォア入りした 
(3 月3日、グル ノ ー ブル) 


フ 


0〇 0305221^031 

J デンフドグクーースト•トン 
ホ 

イ セドン 

キン I ハ，1ミケ 

5 .. ー ゥァふ 

rL ボ ラフ ブル ムミモナウシフ 
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ル H ラブ 


ララウ"; 4 


GKFP 審科 P ヱ； 
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、ン - 
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リラ ンル ツノ ル、ン 

R 、 . ケ 

[1フプラゾロペチラゲゼラロ 

得〇 06151013100 


7 

NJ - 

3 


8 


ドイツの 違手 六乂替のかんげきをつ 
いて、東ドイツは積極的な防御か 
ら、得点を取り、11—8で前半終 
了。 

後半に入ると、西ドイツは ラン 
グホフ、ロストを マーク する策が 
成功し、点差をつめ、10分には同 
点とした。その あと ルブキングが 
活躍し、一時はリードしたが、逆 
転され"延長に入る。 

延長の前半はシュミットと ラン 
グホフが各1点。後半ペッツオル 
卜が決めた1点が決勝点となった 
ハ3月3日-オルレアン) 


ユ—ゴ、辛くも逆転勝ち 

ュ丨ゴ An)s ーンガリ 
スタ ー トはユ ー ゴのフォ I メー 
ションプレーがきれいに決り、5 
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興奮の大ドラマ 

優勝戦観戦記 

村田弘 



試合前から会場はおそろしい 
よぅな雰囲気に包まれた。 

違手紹介1ル1マニアの、い 
や世界の スタ I 、 グル イア(29 
才、 lm 9489 K ) の人気はす 
ばらしく、 その声援で体育館が 
爆発し そぅだった。 

東 - K イツの決勝進出は予想外 
といってもよかつたが、それだ 
けの実力は充分にある。 

試合開始からルーマニアは一 
線防禦で相手のシユ 
1ターに対して素早 

いピストン•マ—ク 

をかけた。攻撃はダ 
ブルポストからグル 
イアにボールを集め 
る策戦だ。 

一方の東ドイッは 
スピーデイな 口— リ 
ングオフェンスを用 
いチンマーマンの軽 
快なフットヮークか 
らのシュ^ — 卜、 ロストの 強弓な 
ジャンプ シュ ートで攻めた。守 
りの面ではグルイアを徹底的に 
マーク。激しい防禦陣を布いて 
の 対決はすさまじいばかりだ。 

ルーマニアは攻撃に気を配り 
すぎたためかデイフ H ンスが浮 
き足立つ場面があり10分〇 —3 
.とリードを許した。しかし次第 
に調子と落ち着きをとりかえし 
26 分4—4、ふり出しに戻した 


その後は一進一退。後半 16 分 
ルーマニアが初めて1点のリ I 
ドを奪ったが東 ドイツ もす ぐ夕 
イ 818 〕。わずかに東ドイ 
ツ守備陣の組織力がスピード、 
動きでルーマニアの攻撃を上廻 
っている感じだったがルーマニ 
アも 強い、激しい。. 28 分 30 秒ル 
1マーーアは決勝とも思える1点 
をあげたが、東 ドイツは 29分40 
秒速攻で同点とした。驚異的な 
粘り/勝負への執着 
心/延長に入ると違 
手も八千の観衆も完全 
に興奮の極。互いに1 
点づつを マーク したあ 
と試合はルーマニアが 

押し気味と変ったが9 
分45秒にル—マニア、 
9分50秒東ドイツとと 

もに ノ ーマークシユー 

卜を落として 第2延長 
にもつれこんだ。第1 
延長と同じ経過で12|12。死力 
をつくす といぅ 言葉が正に ぴっ 
たりだ。 あと 30秒、 ルー マニア 
が1点を入れた。さすがの東ド 
イツももぅ だめだ。80分にわた 
る興奮の大ドラマが終った。 

斗志。歓喜。実に力のこもっ 
たスケールの大きな試合であっ 
た。3年に一度の世界選手権、 
その間ためにためていた〃力" 
のそれは爆発ともいえた……。 


15分までは互いにゆずらぬ戦い 
ぶりで 515 。 20 分には、 8—6 

とル IV ニアが2点のリ！ド、こ 
の時ルーマニアには一大ピンチが 
訪れた。グルイアとサムンギが退 
場させられた。•ルーマニアは必死 


にこのピンチを乗りきった。これ 
にはキーパ！ベヌの大活躍があ 
つた。結局前半は 916 でルーマ 
ニアがとった。 

後半に入ると、ルーマニアはま 
すます点を加える。特にクルイア 


の腕は冴えに枒え、どんどんシユ 
1卜を決める。結局、ルーマニア 
は全く危気なく、グルィアの左腕 
を中心にした攻撃と固い守りでデ 
ンマークを破り、決勝に進出した 
「3月5日、リヨン、観衆六千五百〕 


80分の激斗ル—マニアに栄冠輝^く 


0 


勝' 戦 


ワ I ルドチャンピオンを決める 

ル ■ —マニア-東ドィツ戦は3月8 

日午後7時からパリ•ハンドボー 
ルパレスで、スタンドを埋めつく 
した七千八百の大観衆に囲れて行 
われた。 

ヨーロッパ 13 ケ H にテレビ屮継 


(同時〕され、文字どおり世界の 
耳目がこの一戦へかけられたが、 
両国の激突はその期待を裏切らぬ 
大熱戦となり、異常な興奮のもと 
で壮烈な試合がくりひろげられた 
前半押され気味のルーマ-ーァは 
終盤、逆に有利となったが、初優 
勝へすさまじいばかりの執念をも 
やす東ドイツも追撃、決勝史上2 
度目の延 M 戦となり第一延長] tL 角 

M ^. 1 ,.-. 





から 第二延長ル ー マニアがさし も 
の 激戦に終止符をぅつ快攻を示し 
て劇的な優勝を遂げた。ルーマニ 
ァの 優勝は第4回(一九六一)、 
第5回(一九六 四〕 につぎ3度目 

東 ドィツの 準優勝は初。 

4-^5 
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高性能機パーフヱクトのほかにも 
たくさんのすぐれた印刷機材があります 


印刷機械 

籲パーフェクト（全自動 B 四截凸版印刷機）•各種断裁機 


材料 

_引戸式ケース馬•スチール製和文植字台#パテントゲラ棚…など多種 



母型 

活字 

製版 


写 


千代田印刷機製造株式会社 


東京都千代田区神田狼楽酊1の4 
横浜市西区髙島2 丁目1〇番20号 
福岡市御供所町3番3 6号 
干葉市市場通ヴ12 2 

BS 島市東町1丁目1番5号 
佐賀県小域郡牛津町 


本 社 
横浜支社 
福岡支社 
千葉支社 
立川工場 
九州工場 


说話 （03)(292)2011 代一 8 
電話 （045)(441 )6782 代〜4 
電話 （092)(28)3960 • 0153 
電話 （0472)(27)6463. (22)3979 
眾話 (0425)(23)3471-3 
電話 (95207)0072 




a ! ゴ 、初の 3 位入{員 


デンマ—クに 

快勝 


3 • 4位決定戦 

J ゴ9へ13 —— 62デンマ 

ユーコ 2(16161 ク 

日付〇 0211311111 

3ンンンンンンンンンドン 

クセセ？セセセセセセセ 
一!ンマル K - b ン I ル 
マンゲ，、7ー デトゲルレデ 
マチルトータンンルべノン 
ンレヨィ C 1アラヨラア 
CX モ K へ；§ピ仄フ B グガ A 


4クルクスーククタククーク 
シ ， 夕一ービヤ、ニキ 
V ハ.ヒバ スー？ヒスリ } 

ーラレスルコラバ^; 2 

」ルザ, V ルク/ラぐ 

レアメラホザラミポポブブヵ 

0664224320029. 

観戦記 村田弘 

〇……速攻と強引なシュートで得 
点を狙ぅユーゴに対し、ローリン 
グ.オフェンスを主体にポストか 
らゴ I ルを襲ぅデンマークは対称 
的なものであった〇ユーゴは例に 
よって「3 *2*1」のディフエ 
ンスシフトを とり 相手ボールを力 
ットしては速攻でなだれこんだ。 

セットオフェンスからの強引な 
シュートも豪快に決まり「このチ 
—ムとよく 引き分けたものた」 と 
いう自信にも似た感がいが湧いた 


〇……今日のユーゴの出来だったず気力をそが 
ら優勝してもおかしくはない。 の帰陣も遅く 
特に GK アルスラナジタは豹 ( またテクーー 
ひょぅ)の様に動き まわり 6本の ー ゴの"力〃 
7 MT をことごとくはばんだのは州球界の一断 
鮮やかであった。6本目の時はデた。スコアこ 
ンマ I ク選手が完全にのまれ、ボにふさわしい 
丨ルを下に落してしまぅしまつ。初の3位入賞 
デンマ I クは要所で得た7 MT 3月7日•パ 
の失敗から点差をつめることできス観衆六千) 


ず気力をそがれ、攻撃失敗のあと 
の帰陣も遅く精彩を欠いた。 

またテクニックに頼りすぎ、ユ 
1ゴの〃力〃の前に屈したのも欧 
州球界の一断面といってもよかっ 
た。スコアこそ開いたが 3 位決定 
にふさわしい好試合で、ユーゴは 
初の 3 位入賞を快勝で飾った。 ( 

3 DI 77 日•パリハンドボ丨ルパレ 


西独、接戦で5位を確保 


5 • 6位決定戦 

西ドィッ 15(78 ll 68 y スァ r 


0 〇 0 410 045000 

d ンムンンクンンンルルン 

デ ソエ ソニ r 

t ク ク。ノユソ 


t ソエ V ：4ソバエソ 
ェマロりブ U 一々ル 
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得〇 02113440000 

観戦記 村田弘 


〇……前回( 42 年 1 月)も両国で 
5 位を争った。この時は 24122 で 
スウヱーデン。西ドィツがルブギ 
ング、シュミット^ • 当時の主力が 
健在なのに対しスウヱ—デンはメ 
ンバーがすっかり若返っている。 
しかしエース L •エリクソンをは 

じめ l m.90 台が6人もおり、.予選 
リーグでソビエトを破ったのは今 
大会最大の香狂せとしてセンセー 
ショナルに伝えられた。 

〇……試合は西ドィツが伝統の流 
れいなパスプレー、スウヱーデン 
は恵れた体格を利したロング攻撃 
をそれぞれ活かし全くの互角。 

勝負をかけた後半、スウ H 1デ 
ンは 10 分 10 —8とリードしたが、 
西ドイツもそれ以上ははなされず 
じっくり反撃の機会を待ち20分14 
—14と追いつき場内を騒然とさせ 


た。こうなると老巧な西ドイツが 
優勢となり、逆にスウヱーデンは 
浮き足だち、52.分西ドイッは相手 
の速攻ミスを決勝点に結びつけた 
〇……西ドイツのハンドボ—ルは 
教科書的で一点非のうちどころが 
ないが、他の国に比べるといわゆ 
るよい意味での荒さがない。そう 
した味が加えられない以上王座へ 
返り咲くことができないような感 
じがする。 

敗れたスウ H — デンは、 おそら 
く今回のメンバーが不動のまま才 
リンピックを迎えると想われ、有 
力な金メダル候補になるだろう。 

(3 月 7 日 • 3 位決定戦に同じ) 


7 • 8位決定戦 

チエ=|、前半で勝負決める 

t nA ? 1 , 2 1 ^ 1 V ガ" 

得〇 1153013001/1 

- r スモヨススンロシスス • 

リバ ンクバけ パク 、 
ガル K 力 . K /.バ 〔 
ルホ シフタ S アカマ K コ 


V ノ イスクスダンクナクパ 


ヱル クレム 


ルルブルッ、 


観戦記 江名英彦 

〇……チニコは立ちあがりから迫 
力あるローリングを展開、ロング 
シュート、ポストプレーで確実に 
得点を重ね、.速攻もまじえてハン 
ガリ I を完全に圧倒した。 

ハンガリ1はゴ丨ル前のスピ丨 
ドを欠いたためチヱコのディフュ 
ンスを崩せず、せっかくつかんだ 
チャンスもキャッチミスやシユ1 
トミスなど凡失で実らなかった。 

後半、ハンガリーはょぅやく才 
フヱンスが立ち直り、スピーデ 
{な攻撃を見せ、ポストを巧く利 
用したフォーメーションから反撃 
したが、あまりにも前半の.点差が 
大きかった。7位に終ったとはい 

えチヱコのスケールの大きさ、選 
手層の厚さは目を見はらされた。 
(3 月8日決勝の前試合} 


5 〜 8 位決定予備戦 

へ準々決勝の敗ン 
广者による対戦7 


b ス n マクホズへハブカサ 

得〇 6522211110 


ハ r— A 75 II 47 V チ： 
〔主な得点者〕▽スゥヱ I デン、 

ヤコブソン6、ハルド、カールソ 
ン各 2、▽チェコ、コネクニー、 
クリムシク各3、マレス2 

西ドィッ： 3( n)s if 
〔主な得点者〕▽西ドィッ、ルブ 
キツグ、シュミット、ミュラ I 各 
3 、▽ハンガリ ー バルガ 4 、マロ 
シ、カロ各2 
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ソ連、 決勝リーグ進出ならず 


予選リ^~グ A 組 


予選 A グループは東ドイツ、ソ 
連の決勝進出が確実視されていた 
が、東ドイツがスウヱーデンに破 
れるといぅ番狂わせがあり、スウ 
ヱーデン、東ドイツ、ソ連がいず 
れも二勝一敗、 )1 ち点4となった 
が、 ノル ウ>11に辛勝したソ連が 
得失点差でも一番劣り、つい 1 C 決 
勝進出がならないといぅ大番狂せ 
がおこった。 

これは、日本—ユーゴの引き分 
け試合とともに、本大会の予選リ 
1ダ最大の話題となった。ョ 1 P 
ツパ各紙もソ連破るとして、セン 
セー ショ ナルな見出しをたててい 
た。 

スウ H — デン実力差で 

押しきる 

スウヱ1 8 へ512 )6 ノルウ X 
デン ベ3 —4 y 1 

2 月 26 日、キンパ—、観衆一千 
五百 

今シーズン、古豪スウ X 1 デン 
に1勝をあげ、■いきのあがってい 
るノールゥューは試合前から、ス 
ウェ—デンを破ら.んものとフアイ 
卜满々試合に臨んだ。試合開始後 
スウヱーデンは快調に得点を重ね 


10分には31〇と開き、順調な試 
合ぶりであった。一方のノ r ルウ 
X 1 は調子がでず前半は，僅か2点 
後半開始後、ノ|ルウユーは調 
子づき、すばやい動きでスウユ —■ 
デンを 押した。 この 時得た2本の 
7 MT もヵペレンが決め、一時は 
5—5 の同点に追いついた。しか 

し、スウヱーデンは0-6と優位 

はたち、終了直前に見せたノール 
ウ H — 懸命の押い こみ も、終了 2 
分前に、スウ X 1デンのエース. 

工 U クソンに 決められ、2点差と 
なって万事窮した。しかしノール 
ウユ —©. 充実ぶりは予想以上のも 
のがあり、 A 組には波乱をおこす 
気配が感じられた。 

東ドイツ難敵を破り、 

まず I 勝をあげる 


東ドィッ13(58||56)11ソ 


連 


2 月 26 日、セント •ナゼ—ル、 

観衆•一千九百四十五 
今回の大会の栄冠の行方を左右 
する一戦。どちらも優勝候補の一 
角にあげられている両チーム。 

結局、ソ連は前半の不利を後半 
とりかえすことができなかったの 
が大きな差となったの だが、 なん 
といっても 7 MT を確実にものに 
できなかったのが、一番の敗因と 


なった。昨今の試合では7 MT が 
かなりあり、速攻がさして武器と 
ならなくなっている世界の実状で 
は、 7 MT をいかに確実に決める 
かということはきわめて重要^ポ. 
イン ト•になっている。 

ソビエトもマクシモフの大活躍 
で 良く 喰いさがったが、結局、前 
半の優位を生かした東ドイツに逃 
げこ まれてしまった。この大会台 
風の眼になるであろうとされてい 
た東ドイツ、緒戦から目覚しい活 
躍を示した。 

〔主な得点者〕▽東ドイツ、ロス 
卜、ペツォルト 2、 ▽ソ連、マク 
シモフ 00、 マコリン 2 

ノルゥ H I 健斗示す 
ゾ 連10(55|154)9|/ルゥェ 

2 月 28 日、レンヌ、観衆三千七 
百 

ノルゥヱ ー は スタ ー トから 快調 
にとびだし、一時は 211 と有位 
になった。しかし、双方一人ずつ 
の2分退場者をだしている間にソ 
連に抜かれ、413になってしま 

った。その後のソ連のエース、マ 
クシ モフの退場させられた間も、 
アレク レの一点にとどまった。一 
方が一点をとれば、とり返すとい 
う経過ではあったが、先手は常に 
ソ連がとって おり、ノールウェ1 
は有位にたてなかった。 

終了4分前に再度の同点になつ 
たが、それは束の間、ソ連はクリ 


モフの好技から、ソロムコが決勝 
のゴールをあげ、辛勝した。 

ノ— ルウ ヱ ー の充実ぶりには多 
くの観衆が眼を見はった。今一歩 
の力があつたならと惜しまれる。 
〔主な得点者〕▽ソ連マ クシモ 
フ 5 ( 内 7MT 3 )、クリモフ公 

ソ u ム n 2、 

▽ ノルウヱ—グラバ 13 ( 内 7 

¥ 1 ) 

スウ H — デン、キ I パ—の 
活躍で東ドィツを破る 

KrAnv 東ドィッ 

2 月 28 日、レンヌ、観衆三千七 
百 

スウ H I デンのこの■活躍ぶりは 
驚きであった。いかに伝統の国と 
は云え、現在の力では、とても東 
ドィツには勝てないであろうとい 
うのが、大分の予想であった。と 
ころが、伝統の力というのは強い 
この一勝でソ連の野望は消しとび 
ついに決捧リーダ進出をあきらめ 
させたという貴重な一勝であった 
この一勝の要因は、キーパ！ 
ストロエムの大活躍にあった。 

前半では、ロスト、ゼンガーの 
強シュ ートを防ぎ、チンマ—マン 
の 7 MT : をストップし、東ドィツ- 
■の得点を 4 点に押え、味方の有位 
をあくまでも保ち、後半を迎えた 
後半に入っても、しばしば自チ 
—ムの危機をしばしば救った。な 
かで も、特筆されるのは、 9 —S 
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で迎えた 48 分に、完全にゴールし 
たと思われる東ドイッ、ニーリン 
クの フリ ース p 1からのシユート 
をとめたことである。このプレ— 
一つで、スウヱーデンは見事にベ 
ストエイトに残ったといっても過 
言ではないフアイン•プレーであ. 
った。 .. 

このストロエムのプレ—は東ド 

イッの動きを萎縮させ、大きな勝 
因となった。 

攻撃陣では、2本の7 MT を含 
む5点を要所々々であげたアンダ 
I ソンとベタ—ソンの活躍がめだ 
った。この一勝でスウヱーデンは 
二日目にして、2勝、得点差 ブラ 
ス 4とまず ベストエイト 入りをほ 
ぼ確実にした。 

ソ連ついに及ばず 

2 cuv^r 

3月1日、ナント、観衆二千八 
百 

'ソ連はこの試合どぅしても勝ち 
しかも5点差以上で勝たないと、 
スウ ヱ！ デンを上まわる ことは で 
きないといぅ非常に苦しい立場に 
追いこまれた。前日までの成績は 
スウヱーデン2勝、得失点差プラ 
ス .4 ソ連は1勝1敗、得失点 マイ 
ナス1と、5点の得失点差が ある 

'/ 連はスタ—卜からファイトい 
っぱいの攻撃をくりひろげ、マク 
シモフが先制点をあげたが、スウ 


ェ .1 デンはすぐに追いつく、また 
マクシモフ、クリモフであげた得 

点を追いつき、 20 分には3—3、 
前半は 6—5 でソ連がとる。 

後半に入るとスウヱ I デンはア 
ンダ—ソン、ぺタソ 1ンで7 —6 
と逆に有位に、ソ連もすかさず、 

クリモフで 追いつき 、 t - 7、そ 

の後、919、10|10、11—11と 
後半に入り、五度めの同点をくり 
返した後にマクシモフ、クリモフ 
の二人であげた貴重な1点でソ連 
は辛勝したが、次の試合で東ドイ 
ツがノルウ X 1に破れるか引分け 
るかしない限り、決勝進出は断念 
せざるを得ないところに追いつめ 
られてしまった。 

〔主な得点者〕▽ソ連、 マクシ モ 
フ 5 ( 内 7 M T 3)、 クリモフ 3 
▽スウ x ^ —デン、 ぺ夕丨ソン 4、 
力丨ルソン 2、 エリクソン 2 

東ドイツの守備力に 

脎矛 

東ドィッ3 ( n > パルゥ 
3月1日、ナント、観衆二千八 
百 

両チ^~ムとも堅くなっている。 
東ドイツはベストエイト入りを、 
ノール ウ H ! は3位の座を確保し 
9〜12位決定リーグに出よぅとの 
心構えが、東ドイツは勝てば、得 
失点差の関係で、ベスト H イト入 
りが決定する。ここ数度悲運のチ 
1ムと云われ、予選リーグで常に 


貧之くじを引きつづけた東ドイツ 
がベストエイト入りできるかどぅ 
かに大きな興味がかかっていた。 
先取点はノールゥヱーのアンクレ 
東 ドイツ もすぐにロストで追いか 
りる。3 1 3の同点のあとロスト 
とぺッホルトであげた2点の有利 
を東ドイッがもって前半終了。 

後半、ノールゥヱーがおいかけ 
515 の同点にしたが、ここまで 
がせいいっぱい。東ドイツはその 
後連続得点を重ね、一気に10|6 

とつきはなした。ノールゥヱーも 
良く追ったが、堅い東ドイッの守 
備陣の前に破れ云った。 

東ドイッの勝因の勝因の第一は 
堅い守備陣にある。 

C 主な得点者〕▽東ドイッ、ぺッ 
ホルト4、ゼンガ！2、ロスト2 
▽ ノルゥヱ！、アンクレ3 ( 内7 

¥ 1 ) 

☆ ☆ 

このグループは予想に反し、予 
選リーグの最激戦区となった。各 
チームの力が平均し、2点以上離 
れた試合はひとつもなかった。ノ 
丨ルゥユ！.の成長は話題の一つと 
なるとと もにソ連の敗退は大ニュ 
丨スである。ゲッタ^^ •ガンシヨ 

1を第一戦で負傷欠場させながら 
の東ドイブは期待にたがわぬ戦い 
ぶりを示し、スウ X —デンに不覚 
の一敗をきつしはしたが、十分に 
実力のほどを示した。また今予選 
リーグで得点ももつとも少ない、 


防御力が勝った、グループとなっ 
た。このグループでは全敗はした 
が、ノールウヱーが成長株として 
クロ— ズアップされたことである 
①スウヱーデン2勝1敗(30— 
27 〕、 ②東 ドィッ 2勝1敗(32 — 
30〕以上決勝卜—ナメントへ、③ 
ソ連2勝1敗(33 I 33〕、④ノル 
ゥ H —3 敗 (23128) 

〇… A 組出場国メンバ—…〇 

【スウヱ1デン】1>0|^ストロェ 
ム 、卜 1マスソン、ヨンソン 
VFP n ク 、 D •エリクソン、ヨ 
ハンソン、オデイン、 L •エリク 
ソン、クジエ ル、 ヤコブソン 
D •セ ゲル スタ ド、ネドバル、 力 
丨ルソン、 ダネル、 ヤンソン、ア 
ンデルセン 

【東ドイツ】 VGK フランケ、フ 
リエスク、プル1ゼ、 VFP ガン 
ショウ、ラングホフ、ゼンガ^ —、 

チンマ^マン、ラケンマシエ1ル 
ゲルンホフェ^ — ル、ラント、ぺツ 
オルト、ロスト、口1ズ、ルッオ 

ナクヤンスホファ1、ネイリング 
【ソビエト】 別掲 (11 頁) 

【ノルウ h 1〕 VCK キレルド、 

バイェ、グリペン VFP グラベ 

ル、バエク、タパルハイム、ウル 
ダル、ハンセン、レイナ 丨ト セン 

ウスバ-グ、ティルダル、グラ 

フワン、カプレン、ペルペン、ア 
ンクレ、ナブセス 

※予選リーグ B 組は4 • 5頁参照 
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ルーマニア、西ドイツに敗れる 

予選リーグ C 組 


C グループでは、予想通り、西 
ドイツ、ルーマニアが決勝に進出 
したが、最終日ルーマニアが西ド 
イツに破れる大波乱があつた。こ 
の大会快調なルーマニアと不調の 
西ドイツ、勝敗は決定してそぅな 
ものなのだが、決勝トーナ メント 
進出を決めた気のゆる味がでたの 
か、ルーマニアは西ドイツに破れ 

て、予選 リー グ第一位の座を西ド 
イツに ゆずつた。 

あとは順当な勝負のグループで 
あった。 

ホスト国フランスの 

健斗に賞讃の声 


2月 26 日、パリ、観衆4千。 

今大会のホスト国、フランスは 
今大会を控え、強化につとめた。 
その効果が現われ、今回優勝候補 
の筆頭にあげられていたルーマニ 
ァに好試合をし、集った多くの観 
衆を湧かせた。， 

この試合、.両チームとも、初試 
合なので堅くなったのか、スター 
卜は不調。両チームが1点ずつと 
りあったのは11分をすぎてからで 
あった。 


その後、ル—マニアはやや堅さ 
がほぐれ、着々と加点したのに対 
し、 フランスは 一向に点が増えず 
グルイアをはじめとするルーマニ 
アの強打の前に何らなすところが- 
なく、 7 I 1 の大差がついてしま 
つた、集った観衆も、 フランスの 
試合ぶりに失望を感じていた。 

後半に入ると、フランスは良く 
グルイアをマークし、ル—マニア 

の加点を最少限に押え、攻めては. 
着々とゴールをあげた。11|7( 
43 分)になり、 やっと 観衆は湧き 
はじめ、盛んに声援を送るが、前 
半の失点はあまりに大きかった。 
〔主な得点者〕 ▽ルー マニア、グ 
ルイア5、キシド3、モルドバン 
7 MT 2 、リス2 〇 
▽フランス .M •リキャ丨ル2、 
ジヱルメイン2 、 R •リキャ1ル 
lo 

西ドイツ、スイスに辛勝 

西ドイッ 11{;47||73'10スイス. 

2 月 26 日、ルーエン、観衆七百 
五十。 

西ドィッは実に危い橋渡りをし 
た。前半は西ドイッ、後半はスィ 
スという試合であったが、僅差で 
西ドイツに軍配があかった。 

今シーズンの西ドイツはミュン 
ヘンを第一目標にして、メンバー 


0' 人れ替えをはかったが、若手と 
ベテランの間が しっくり いかず、 
更には左腕 ムンクの 負傷もあり、 
もぅ一つの力が見られない。 

それでも前半は快調に得点を重 
ね、順当な勝負をしていたが、後 
半に入ると、スイスの防御陣の術 
中に入り、得点がとれない。こぅ 
なると 自らの防囊もチグハグにな 
り、スイスにどんどん追いあげら 
れる。スイスは要所で得17;§了 
をルドルフが着実に決め、55分に 
は11—10と1点差に追いあげたが 
その後両チームとも得点なく、つ 
いに西ドイツの逃げきりを許して 
しまった0 

〔主な得点者〕▽西ドィツ、モラ. 
. — 3 、ルブキング 3 ( 内 7 MT 1) 
▽スイス、ルドルフ5 ( 内 7 M T 
4)、ギガク2 ( 内 7 MT 1〕、 ノ 
ゞ 夕 — 2/- N 7 MT 1 J 

ル—マニア、スイスを 

大差で破る 

7 ; マニ 22139 M16 V スィス 

2 月 28 日、アミヱン、観衆一千 
七百。 

スイスは快調に、一昨日の西ド 
イツ戦の後半を思わすスタートで 
ルーマニアに一歩 も ひけを とらな 
い試合ぶりで前半25分を終了した 
ここまでのスイスチームは、攻防 
とも 申し分なく、守ってはルーマ 
ニアの動きを封 じ、 攻めてもル I 


マニア ©• 守備障をょくゆさぶり、 
加点し、6 16 の同点といぅすこ 
ぶる順調な試合ぶりであった。 

前半の残りの4分、ル！マニア 
は実にすばや.く、力をもって動き 
またたく間に点を連取してしまっ. 
た0 

この間のルーマニアの戦いぶり 
はめざましいものがあり、さすが 
優勝候補の筆頭と思わせるものが 
あった。 

後半に入っても、ルーマニアの 
この試合ぶりは変らず、グルイア 
ガツ、オテレ.ア、ポぺスクらがス 
イス守備陣の上からと着々と加え 
をした0 

スィスは防戦一方に押われ、前 
半に見せた動きは影をひそめ、ル 
丨マニアの鉄壁の守備陣の前に何 
らなすとこなく、僅か一点を挙げ 
たにとどまった。ルーマニアは40 
分からグルイアをベンチにさげる 
など余裕のあるところを見せ、完 
勝し、得失点差を大きく拡げるこ 
とに成功した。 

〔主な得点者〕▽ルーマニア、グ 
ルイア4、ガツ4、モルドバン3 
(内 7 M T 1) 、ポベスク3、才 
テレア3 〇 

▽スイスサンチニ3、ルドルフ 

ク 3 ( 内 7 M T 1) 

西ドイツ、フランスに 

まずは楽勝 

西ドイツ 15(510|| 66 )12 フランス 
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2 月 28 日 、 H プ a —、 観衆一千 
八百0 

フランスの 準決勝進出の夢はつ 
いえた 01970 年のこの大会の 
ホスト国と して、強化につとめて 
いた フランスでは あったが、西ド 
ィッ、ル I マ-1 ァに善戦しながら 
連敗し、ついにべスト.ユィト入 
りは果せなかった。 

フランス は1-1の同点から、 

一時は (6 分) 2 11とリ—ドし 
たが、8分に212の同点とされ 
た後はついにリ—ドする機会がも 
てなかった。 

西ドィッはスタートこそ不調で 
あったが、しだいに調子をあげ、 

8-分同点にしたあとは着々と得点 
を重ね、前半敕了時には10—6と 
4点差をつけた。 

後半 r 入り、フラン X - は一生懸 
命に追ったが、西ドィッも得点を 
し、結局3点差以上にはならなか 

った。 

〔主な得点者〕▽西ドィッ、ミュ 
ラ14、ルブキング3 ( 内 7 MT 
2〕、シュミット3、モラ120 
▽フランス、アゴーネ2 ( 内7 M 
T 1)、 ニタ2 ( 内 7 MT 1)、 ド 
ルア2、ギャラン20 

フランス、順調に 

スイスを破る 

3月1日、力 H ン、観衆三千八 

百。 


フ_フンス 15 { 87||93 } 12 スイス 
この試合に9 I 12位決定戦をか 
ける両チーム。スタートから順調 
にフランスは加点していき、スイ 
スに同点のチャンスを全く与えず 
に押しきった。 

この試合に関してはフランスは 
全く危気のない試合ぶりであった 
前の二試合いずれも、後半追いか 
け、追いつかなかったフランス。 
この試合は当初より快調にとばし 
前半で 4 点のリード。 

後半に入っても、攻撃の手をゆ 
るめず、 43 分には 5 点差をつけた 
スイスは後半終了直前 5 分前から 
たて続けに 4 点をあげ、猛列な追 
いこみを見せたが及ばかった。フ 
ランスはこの一勝で何とかホスト 
国としての面目を保った。 

C 主な得点者〕 ▽フランス M . 
リキャ1ル5 ( 内 7 MT 3)、 工 
チェベリ 1 3 、 A •セルネ3 、R 
•リキャール2、ギャラン CM 
▽スイス、 ノタ 15 ( 内 7 MT 4 
X ギガフ3、 

西ドイツ、ル—マニアを破る 

西ド i ( n )3 7 T ! 

3 月 1 日、カエン、観衆三千八 
百0 

この大会不調の西ドイッがルー 
マニアを破った。といっても、両 
チームとも決勝卜 I ナメント進出 
は袂定しており、こ'©大会の中で 


は、一番気の抜くことのできる試 
.合でもあった。 

西ドイツは前半有利に戦いを進 
め、 915とリ— ド。一方 ル—マ 

ニアは、後半開始直後に得た7 M 
T を足がかりにして、40分には、 
10—10の同点にした。この辺のル 
丨マニアの力はさすがと思わせる 
ものがあった0 

その後も一進一退を続け、 46 分 
には、12—12、51分には 14114 と 
再三同点にもつれこんだ。 

その後両チ I ム とも チャンスを 
逃がし、得点がなかった。 

59分に西ドイツには願ってもな 
いチャンスが到来した。 

7 MT である。これをフィンケ 
ルマンが見事に決め、そのまま試 
合は終った。貴重な一投と云うベ 
きであろう。 

この大会不調であった西ドイツ 
の唯一の輝やかしい試合であった 
もっとも先に述べたように、この 
試合、ルーマニアにとっては調整 
のようなもので、.もう一つ熱が入 
らないものであったことも否めな 
へ0 

X X 

結局 C グループは誠に順当な結 
果におわった。予想通り、決勝卜 

—ナメントに西ドイツ、ルーマニ 

アが進み、3位に ホスト 国 フラン 
ス 、まさに予想通りの結果と なつ 
た。話題といえばル—マニアが西 
ドイツに破れたことだろうが、こ 


れとても両チームともピリツとし 
たもののない 試合な の だから、ど 
うということもない〇ルーマニア 
というよりはグルイァの活躍が、 
このグル—プのみものであったと 
いえる。 

① 西ドィッ 3 勝 (41136 )、 ② 
ルーマニァ 2 勝 1 敗( 48—31 )、 
以上決勝 リ ーグへ③ フランス 1勝 
2 敗( 36139 )、 ④スイス 3 敗 ( 
29148)。 

〇 … C 組出場国メンバ—… 〇 

〔西ドイッ】 VGK ボ—デ、ラス 
ゲン、力 I 夕 — V FP ウェルツ 
ブランド、ブシヱ丨ル、フェルド 
ホフ、フィンケルマン、ムンク、 
ルブキング、モーラ I 、ミューラ 

1、ニュウハウス、ロッジ、シュ 

ミット、ウェナ I 卜0 
【ル丨マニア】 VGK ベヌ、ディ 
ンカ、オルバン 、 V FP キシド 
サムンギ、リク、二力、ポベスク- 
ガツ、オテリア、モルドバン、グ 
ルイア、マリネスク、ゴラン、グ 
ネス、バ丨 トロム。 

【フランス〕別掲(11頁) 

【スイス】 ！> GK ファンク、ェイ 
七ン 、キ^~ネル V FP ダブス、 
ブラ セー ル、グルンドマン、ギガ 
スク ロン、モ丨レ ル、 メイ ヤ I 、 
モルエル、ノッタ I 、ルドルフ、 
サンティ—二、シュウ エイン グル 
，—バー、プラットナ J 
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デン マーク、ハンガリー 

ベストエイト入り 


予選リーグ D 組 


ポーランドのスタートば決つし 
て悪くはなかった。前半は五回同 


もつとも混戦の予想されたグル 
—プではあったが、ポーランドが 
意外に元気なく、あつさり、デン 

マ ー ク、ハンガリーがペストエイ 

卜入りを果した。ポ—ランドは大 
会前は相当の調子をあげ、アイス 
ンドとともに D 組に波乱をまき 
おこすことが 予想されていたが、 
いざ大会が始まると伝統の力に気 
押されてか、全く振わず、敗退し 
てしまった。予選リ—グの間はハ 
ンガリーがきわめて快調にとばし 
て、一位で決勝トーナメントに進 
出を決めた。 

デンマ I クが楽勝 

デン マ丨 3へ10|6ン6ポーラン 
グ 2 1 TI 10 Y ド 

2 月 26 日、 ロングゥィ ー、観衆 

一千八百 

今シーズン成長が伝えられてい 
.たポ—ランド、大会前の各種の大 
会では好成績をあげていたが、本 
大会になると、 スタ！ 卜が大きく 
ものを云う。とく rD グループの 
ような波乱含みのところではなお 
さらである。 


点にし,'\よくデンマークを追って 
いたが、前半中途から、デンマー 
クの攻撃が適確にきまり、それに 
反し、ポーランドの調子はくだり 
はじめた。それになお拍車をかけ 
たのが、20分を過ぎてからデンマ 
1クに与えられた7 MT である。 
これをデンマークは決め、自軍を 
優位に導いた。 

後半に入るとデンマークは増々 
快調にグラバ—センとベターセン 
が決め、点を加えた。一方、ポー 
ランドは前半の不調から抜けられ 
ず、得点をかえしたが、かえって 
点差は拡がるばかりであった。 

デンマークはこの一勝で調子づ 
き、逆にポーランドは予選リーグ 
中調子が出ずに消え去.った。 

〔主な得点者〕▽デンマーク、グ 
ラバーセン 11 (内7;^丁5)、ぺ 
夕1セン4 

▽ ポ i ランド、レウユ4、スツオ 
ルス3、ザヮデ3 ( 内 7 MT 2) 
メンガ —3 

ハンガリ—前半で 

勝負を決める 

ハンガリ9へ913ノ アィスラ 
! ふ 10|6;9 ンド 


dSI 月邪日、ムルハ.ゥゼ1観衆三 

千 

成長が伝えられるアイスランド 
はこの試合どのよぅな成果を示す 
かに興味は集った。 

スタ—卜は互格であったが、15 
分を過ぎるころから、•ハンガリー 
の精密多彩な攻撃が稔りはじめ、 
一方的な経過となった。 

それまでは、ハンガリーはいた 
ずらにボールを廻すだけで、何ら 
それらしい攻撃をしかけるこ-とが 
できなかった。 

しかし、ハン ガリ ーの正確な機 
械が回転しだしてからは早く、前 
半は913と一方的な試合になっ 
た。 

後半、アイスランドは反撃を試 
み、この試みはやや成功はするが 
ハンガリーは名手マロシをもち、 

その多彩なリ—ドで増々点差を拡 
げ、危気なく大差をつけてしまっ 
た。 

〔主な得点者〕▽ハンガリー、夕 
カク ス4、 カロ 3、 バルガ 3、 * ハ 
ス 3 

▽アイスランド、オスカルソン3 
ハルスタインソン2 

デンマ—ク2勝あげる 

デン マ！ 9へ916^3アイスラ 
ク 1^1017 Y ンド 

2 月 28 日、ハゴダンジ H 、 観衆 

一千二百 

スタートはデンマークの楽勝を 


思わせた0 7分には、4|1、23 
分には 81 3と点差を開き、デン 
マークが大勝する試合運びとなっ 
た。 

ところが、アイスランドは超サ 
イドから、シュ ート をうち、これ 
が3ルゲルセンに対して、良く決 
った。点差は縮まる。デンマーク 
はいささか慌て、驚いた。しかし 
そこは古豪•.デンマ I ク、すぐに 
守備をたてなおし、攻搫も、ぺ一 
ターセンが良く決め、ピンチを脱 
つし、そのまま押じきり、2勝を 
あげた。 

慌てながらも、良く体制をたて 
なおし、勝利を握るというのはや 
はり、伝統の*'によるものであろ 
う。デンマークは2勝をあげ、ベ 
スト エイト入りを確実にした。 
〔主な得点者〕▽デンマーク、ダラ 
バ丨セン6 (内 7 MT 3 y ハイ 
デアン5 、 J •ぺータ—セン4 、 A 
•アンデルセン3、二丨ルセン3 

▽アイスランド、 ハルス タインソ 

ン5、〇 •ヨンソン3 、 J •マグ 
ヌソン3 (内 7 MT 2)、 スババ 
ルソン2 

ポ—ランド、後半に力つく 
ハンガリ 5 へ 4——4 ノ ポ— ラン 

I 1 1T— と 9 ド 

2 月 28 日、ストラスブール、観 

衆一汗 

最終的には6点の差ガついたが 
ハンガリーにとっては薄水を踏む 
思いの勝利であった。 
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い レ.’， 


一刖半は調子がでず、互いに 点の 
とれない試合で、 4—4 で終る。 
後半に入っても、 どちら かが1点 
とればすぐに追いつくといぅ経過 
で時がすぎ、49分には、9 1 9こ 
れを境にポー ランドの 得点がピタ 
リととまった •のになし、 ハンガリ 
I は盛んに得点をとりはじめる。 
10分間に6点といぅ得点をたたき 
だした0 

ポーランドの善戦は守備陣がよ 
かったこと、特に 1 M 96 の身長 

をもつ GK •スジムカジクがハン 
ガリーのシュートをよく防いだこ 
とにあるが、それを上廻る動きを 
し、ハンガリーに勝利をもたらし 
たのはマロシの動きである。彼の 
作り出したチャンスでハンガリ— 
は勝利を握った。ハンガリーチ— 
ムのなかできわだった動きをする 
だけでなく、今大会を通じての彼 
の動きは第一.級の絶品であった。 

C 主な得点者〕▽ハンガリー 、力 
口 2、バス2、シモ3、タカクス 
3、ステイラ— 2 

▽ボ1ランド、メルサ12、レシ 
ユ2 

アイスランド作戦勝ち 

アイスラ1へ14——9ノ8ポ1ラン 
ンドド 2 - 9)1 ド 

3月1日、メッツ、観衆二千五 

百 

アイスランドは三位の座を作戦 
にかけた。どちらも二敗ずつして 


決勝卜—ナメントには出られない 
ことになっている。 

アイスランドは前半、ポーラン 
ドの得意のフオ—メーションプレ 
I をつぶす作戦に、これが図に当 
り、多くのポ—ランドの守備の破 
綻を作りだすことができ、このス 
牛から、14点をもぎとった。 

後半、ポーランドはこれに気づ 
き、守備体形を整えたが、すでに 
遅く、ポーランドは作戦負けを し 
てしまった0 

これは問題なく、アイスランド 
の作戦勝ちと云える。 

期待されながら、ポーランドは 
ついに9〜12位決定戦にも姿を見 
せず、消えることになった。 

〔主な得点者〕 ▽アイスランド、ハ 
ルスタインソン 5 、〇 •ヨンソン 
4 、 J •マグヌソン 4 ( 内 7 MT 
1 ) 

▽ポーランド、ザヮダ4 ( 内7 M 
T 2)、ピエカレク4、デイボル 
4 

ハンガリ—はマロシに 
よって大量得点に 

ハンガリ 4 へ 1318 ン 9 デンマー 
I 211—111ク 

3 月 1日、 メッッ、観衆 二 千五 

百 

両 チ！ ムとも 決勝 トーナメント 
進出は 28 日に失っており、すこぶ 
る楽な戦い。デンマ—クは決勝卜 
—ナメントに備えて、他の.グルー 


プのてい察に、守備の要 - GK •ョ 
ルゲッセン、攻撃の中心、 J •ベ 
1ターセン、ハィデマンの3人を 
派遣している。 

'良くいえば用意周到、悪くいえ 
ば、この試合を捨てるという'形で 
.ある。これは西ドィッ•ルーマニ 
ァ戦にも見られた。 

20分までは、一進一退で 717 
の同点、このあとハンガリーは例 
によって、マロシからの攻撃が火 
を吹き、またたく間に6点連取し 
29分には13|7と差をつけた。 
後半も同様な一進一退であった 

が、ハン ガリーは ベンチにいたメ 
ンバ—を次々に繰りだして試合を 
をさせてみるという全く、どうで 
も良いような形の試合になってし 
まった。 

.〔主な得点者〕 ▽ハン ガリ—、コ 
バクス 5、 カロ 4、 マロ シ4、 夕 
カクス 4、 バセ 4 
▽デンマ^~~ク、 M •二— ルセン 6 

P •一一丨ルセン3 ( 内 7 MT 2 ) 

ルンド3 

☆ ☆ 

結局、伝統にのったニチームが 
混戦をきりぬけた形になったが、 
第一試合の結果次第では、どのよ 
うに変ってきたかは全く予断を許 
さない。実力的にみた最激戦区も 
結果は一見順当におわったという 
ところ〇 

①ハンガリ— 3 勝( 58137 )、 

②デンマーク 2 勝 1 敗( 61—53 〕 


③ アイスランド1 勝 2 敗 (43 I56 . 
) ④ポ11フンド3 敗 (43159) 

〇… D 組出場国メンバ—…〇 

〔ハンガリ—】 VGK スザボ •> ホ 
ルバス、バルタロス V FP コバ 

クス、カロ、フェンヨ、マロシ、 
S •バス、シモ、ア ドリ ヤン、ス 
ザボ、バルガ、タカクス、スティ 
レ丨ル、クシク、 K •バス 
〔デンマーク 】 VGK K •ョルゲ 
ンセン、モルテンセン、 L •ピ— 
夕1セ' 〆. VFP A •アンデル 
セン 、 G •アンデルセン 、 K •ア 
ンデルセン、ガルド、フランドセ 
ン、グラベルセン、ヘイドマン、 
B •ヨルゲンセン、ルンド、 P • 
一一丨ルセン 、 J •ぺ丨 夕丨セン、 

スブンドセン、二—ルセン 
【アイスランド】別掲(11頁) 
【ポ丨ランド】 VGK コヮルクジ 
ク、スジイブカ、スジムカジク 
VFP スゾルク、ザヮダ、ノヮ 
コウスキ—、メルセル、ピ—カレ 
ク レク、クチタ^、ピオトロウ 
スキー、プー•ーオシンスキー、ザヮ 
ジンスキー、デイボル、ドヂーラ 
ソコロウスキー、 

本誌ではミュンヘン•オリン 
ピックを控え、各国の戦力など 
をつぶさにお伝えするため今月 
号(74号)、来月号ハ75号)を「 
第7回世界男子7人制選手権特 
集 号」といたします。 
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合 


親 


☆デンマーク 

3試 2分1敗 

☆西ドイ7 

2試合2 勝 

々オランダ 

. 3 試合 3 勝 

☆イタリア 

1試合1 勝 

レ 

2試合1勝1分 


☆ ィスラエノ 


会場はハンドボ I ルコート 3 面 
がとれるすばらしいもの。外気は 
マィナス10度、館内10度。(村田) 

.第2戦も互格に終る 

遠征第 2 戦は 2 月 17 日ォーハス 
の YMCA 体育館で KFUM •才 
丨ハスと行われた(観衆千五百) 

日 -^ f r, 2 1011); KIF ?5 

21 


\ ! 1 S 

#0 0111404001 

幻ドンエフドヒンルクル 

h レ . V 7 N1 J 

U 治 


ド r : セダナ 

K 


レフ ァ：^ル 
F タ ン以 レーイ 
リラ 

K 


デンマーク 


日 


本17 


f ゥ - 8' 


【後記】離日後20時間とあってコ 
ンデイションはよくない。 

外国チームと久々の対戦とあっ 

ユ—スナショナルと引き分く て相手のリズムをつかめるか心配 
遠征第 1 戦は 2 月 16 日フレデリされたが滑り出しは好調、 7 分 3 

シア.でデンマーク.ユースナショナ IO とした。 

ルと行われた。 (観衆二千) しか - L その後は思ぅよぅに加点 

できずディフェンスミスから相手 
のべースとなり苦戦となったが後 
半 29 分辛くも同点に追いつけた、 
体調を考えボール保持時間を長 
くし、シュートの確率を狙ったが 
GK の美技にあって7本のノーマ 
1クを 逸したのがひびいた。 

防禦面では相手の強引なポスト 
プレーどサイドへの突入に対し当 
りが遅く、しかも腕をひっかけた 
プレ—をすベて 7 MT にとられた 
のも痛かった。実に11本。そのう 
ち 7 本を決められた0 


ークスカサボ_ 
. —«—7_ 

K 

G 


レ 

ニアモ 


P 

F 


21 


デンマー 

二7ク•ュー 

(1019)1 スナシヨ 
ナル 

7 


得〇 00068001110 

r クンンンンンンルールンン 
クル セセセ2セ七ゲ ー七セ 


-マトルトセウウ , 

プンリデンノララ. ゥ」レレ 
ry ルウンルン：ンウユーー 
[T アラアベハ FP ムアシサ 


，ラ 


ンン 


ソ 


K 

G 


P 

F- 


里田田森野藤田名野川中 

I ' H 下本飯近木近野江竹早藤 
#'0 0323413'〇〇>〇1 


7 


和 Es \ 里田田藤野川名藤中森 

[0本下飯野近木早江斎藤近 
#0 05335012002 

【後記】 KFUM はデンマークー 
部リ ー グで 5 年連続準優勝したチ 
丨ム(注 .1 位は有名な HG • コ 
ペンハーゲン)。主力の 5 人はい 
ずれも185 センチ以上だ。 

日本はいぜん体調が不充分で特 
に疲れが目立つ。目標は20得点。 
16 失点。 

前日わるかった速攻のフォロー 
プレー、シユートミスを少なくす 
るの二点と、守りではボディ•チ 
エックを強くし、特に相手のポス 
トプレーを阻むよう指示した。 

乙かし 1 CFUM のポストプレー 


は実 K 1 巧く、トリッキーな攻撃に 
もまどわざれて、またしても11本 
の 7 MT をとられるしまつ。これ 
が今日もひびいた。 

激しい当りと攻撃にまさる防禦 
のないことを再認識。攻撃面では 
リズムをとりもどし、クイックプ 
レーも出はじめて上向きだったが 
後半5分 14111 、18分 18115 とは 
なしたあとに二度とも8分 間ノー 
ゴールといぅスランプがあり、そ 
の間にポイントを取り返されたの 
は拙い。26分 19119 から先手をと 
られ危かったが、 28 分以後 2 点を 
あげて引き分けに持ちこんだ。 

(村田) 

強引な シュ— 卜に押さる 
3 戦で 30 本の 7 MT 
遠征第3戦は2月19 日 ニコビン 

グでスタデイオン•コぺンハーゲ 

ンを主力にした地元選抜軍 (LF 
HF) と行った。(観衆千五百〕 


日 


•ニコビン 8へ 9—9 ン7 

グ選抜 lv 9—8 yl 
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【後記】1卩只卩の主力はデンマ 
—クの世界選手権代表4人(メン 
バー中※印〕で、 GK ピーターセ 
ンは欧州屈指の選手, 0 このほか元 
ナショナルが4人おり弗常に手強 
い布陣であった。 

日本は守りで中央部を強力にし 
相手のポストプレ！をなんとかお 
さえる策戦に出た。立ちあがりは 
好調で 5 分 310 としたが、その 
後は GK のたてつづけの美技にあ 
って加点できず、違手たちもいさ 
さか気遅れ気味。ノ—マークまで 
落とす拙攻で、相手の追撃を許し 
た0 

後半3分、相手の反則退場とい 
ぅ絶好機にゲットできなかったの 
も結果的には一つの敗因となった 

経過は一進一退。いちどは 12 l 
10 としたが、 7 MT をふくむ連続 
4ゴールされるなどあって24分13 
—17と逆転を許した。 

25 分を過ぎてからは再び日本の 
ベース となり 59分17117に' it いっ 
いたが、終了 5 秒前、強引なシュ 
1卜を決められ涙をのんだ。 

結局は日本選手はまだまだシュ 
—卜 力が弱い といぅ 印象でこの面 
の強化を痛感した。この日も 7 M 
T を8本もとられた。デンマーク 
3 戦で 30 本の 7 MT を課せられた 
ことになる。審判の判定にも首を 
かしげられる面もあったが、いず 
れにせよ防禦面での研究課題では 
ある。 


一厶4 — 




トヨタと共に躍進するセントラ 

クラウン. コロナ. ピックアップ.ライ 




神奈川県相模原市大山町4番12号 

TEL 相模原 （0427) 72 — 6111 ( 大代表） 
加入電信2872 一 205 サガミセン トラ ル SGM 



デンマークでの日程を柊えたが 
途中で2 ^3点リードされてもす 
ぐばん回できる力のついているこ 
とと、個々の テクニック も一戦ご 
とに力強さをましているのはたの 
もしい。 (村田) 


ハンブルグから初勝利 

遠征第4戦は2月20日ハンブル 
グのスポーッホールで地元リーグ 
選抜車と行った。 

日本 367)5) s^ fe r 
▼その他の出場者【ハンブルグ 】 F 


得〇 0011202111212 

W ケートゲヒンアスグン.ンン 


ブ ツンイマ ー y ' v 夕 
ンぺフ ィー バヶル ス 
ヽ ツ 
レコレビダラハニロバェグコ 


H 里田田井森野野中川藤田 
1 東 
[ B 下本野中近木竹藤早近飯 
得〇 02022200'01213 

P 、 テス P フ(得 1.) 【日本 】 F 
P 斎藤(得〇)江名(得 2) 
【後記】ハンブルグ選抜は一昨年 

来日したメンバーのうちエントリ 


. ―されているのはィーバスとメン 
ダッハの二人だけ。がらりと顔ぶ 
れが変った。新鋭選手が多い。 

日本は前半 15 分 5 —2 としたが 
その後は思うように点がとれない 

ポスト、サィドとゆさぶるのだ 
がシュ I 卜が単調。後半はいっそ 
うデキが悪くミスを連続したが17 
分12|8とリードした余祐があり 
24分には1点差に詰めよられたが 
逃げ切った。 

遠征初勝利とはいえ、全般的に 
動きが鈍く〃会心，には程遠い。 
特にノーマークシュートを落とし. 
たことや、 7 MT (2 回)の失敢 
などは大きく、これらが決まって 


〇……ハンドボ—ル発祥の国を 
自負するデンマーク。体育館は 
すべてハンドボ！ル用に細長く 
設計され、40万人のハンドボー 
.ル競技者をもっといわれる。正 
式ラィセンス(協会登録者)の 
数は男子7万、女子4万。 

ハンドボール協会の年間予算 
は邦貨約五千万円。日本協会の 
5倍で、その半分は国の体育協 
会。残りは登録•加盟金のほか 
国内の有料試合の10%を納入さ 
せており、国際試合の収益はす 
ベて協会忆入るそぅだ。 

〇……日本チ—ムが訪れた時は 
国内 A リーグ (1 部)の最終週 
だったが、選手権のシステムは 


男子が A 、 B 、 C の3クラス0 A 
B リーグは10チーム総当り、 C リ 
—グは東地区10、西地区10に分け 
られている。女子は Alo 、 B が東 
西各10のリーグ戦。年2回のリー 
グといぅからいわゆる2回戦方式 
1回戦を10〜12月、2回戦を1〜 

デンマ—ク球界の 
実情 

3月に行ぅ a A リーグの場合1チ 
1 ム 18 試合のわけだ 。 HG •コぺ 
ンハ1ゲン • KFUM •才丨ハス 
(第2戦で対戦=別掲)、 IF . 

ヘルシン ガー 、スタデイオン •コ 
ペンハ—ゲンらが名門としてつね 
.に激しい優勝争いをしているよう 


〇……ジュニアの試合も盛んで 
国内を6地区に分けてそれぞれ 
リーグを組織、各地区のチャン 
ピオンなど 16 〜20チ—ムで選手 
権を争ぅ。 

トップレベルは前回の準優勝、 
今回の4位と世界最上位にあり 
一九七二年の冬訪日の意向を示 
している。女子は B クラスら し 
ヽ〇 

男女とも国際交流は実に活発 
で、1〜3月に国内リーグと併 
行して対戦。ちなみに今シーズ 
ン世界選手権前までの国際試合 
の成績は7勝7敗3•分であった。 

【村田弘】 


いれば楽に勝てたと思ぅ。(竹野〕 
チ H コ選手が偵察 
遠征第5戦は2月22日ブラウシ 
ユバィクで警察クラブと行った。 

(観衆千五百) 
ブラウシ 

日本 AlllM^iew 
wo 0810122025022 

N ] ルヘィルルゼーンルールプ 
トッジネ厂 t マエゲーッ 
ビ，ウルイマリ 
V フセン I n ♦ハーフルトイ 

イエレロレフ. V ムイフ 

[H ウウソクグクゲイフモヘプ 


*] 田里藤名森藤中野井野川 

[0本下近江近斎藤木中竹早 
得〇 0123117212324 

▼その他の出場者 FP 飯田(得 1) 

【後記〕チヱコのトレーナ ー . V 
ニ ッヒ氏とその主カマレス選手が 
観戦 fc ' 来た。世界選手権のための 
"偵察"である。日本もいよいよ 
本大会まで5日、調整を目的にの 
ぞんだ。防禦面では特にポストプ 
レ— fc 対するマークが固まった。 
攻撃は速攻のリズム 1 C もぅ一つが 
物足りなさがあるが、 タィミング 
はよくな った〇シニートも動きに 
つながり、変化もついて来た。 

チヱコの偵察は、本番近しの緊 
迫を伝え、われわれも意欲がいち 
だんと燃えあがって来た(村田〕 
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遠征第12戦(帰途第 
1戦)は3月10日オラ 

ンダのへ—レンで、才 
ランダナショナルと行 
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日本 


8 


(辱 

オランダ 
7 


得 〇 03021541010 

ルトルンススグトシクトグ 
" T ルーソレ ノッッ y 

ノバ ゼ /ルビ リ デイ 
ラン レイン インテ エユノ ブ 
オアリイ レン ユンテ 

t ヴノケヤムエカキイシリブ 


K 

G 


P 

F 


«田里田藤森名田野川井中 
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得 〇 0 3 12 312 4 0 10 

■▼その他の出場者【オランダ 〕 F 日 
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P ソンダ 丨 卜、ノルバ I 卜 、メ I 
ルショール(いずれも得〇)【日 
本】 FP 近藤(得1)、竹野(得 
〇) 

〇……オランダは今回の世界選手 
権には出場できなかった。しかし 
予選で西ドィツに1分1敗の成績 
をおさめたことは関係者に高く評 
.価されている。10位の日本に善戦 
して自分たちの〃地位"をはつき 
りさせたぃところだ。 


平均身長一八三、 3 名のサゥス 
1ポが主力。立ちあがり日本は相 
手のでかたをぅかがいながら進行 
4 日間実戦から遠ざかっていたた 
め攻防の歯車がちょっと狂ってい 
たが10分を過ぎてから攻撃のフオ 
口—プレーがよく速攻にも調子が 
でた。 

防禦もピストンがきいて順調に 
リード。後半、気のゆるみから才 
ランダの積極戦法に追い こまれ 28 
分には1点差とされたが焦ること 
なく 逃げこんだ。苦戦の因は帰陣 
の遅さにあった。今後の課題とい 
える。 (村 S 
オランダの若手をかわす 
遠征第 13 戦•オランダナショナ 
ル B との 試合は 3月11 日エデで行 
われた(観衆七百) 

オランダ 
17 ナショナ 

ル B 


本 2313 TM 9 8 


得〇 01232450123 
W 田里野川藤井田森中名藤 

**.T 木早斎中飯近藤江近 

P 

F 


日 


23 


試合地までは3時間バスにゆられ 
るといぅ日程。しかし悪い条件の 
もとでも戰える訓練もナショナル 
チームとしては練習の一つだ。 

相手チ—ムは若手中心でボール 
.の キープ カはなかなか、波に乗ら 
せる前に先制する策戦でスタート 
素早いボール廻しで相手のぺ I 
スを乱し速攻も巧く決まった。 

防■面でもフォローがリズムに 
のって相手を寄せつけず、わずか 
にローリングオフヱンスから左腕 
を活かした長身選手のジャンプシ 
ョットで失点するにとどめた。 

疲れ切っているとはいえ、そぅ 
した条件下で欧州のナショナルチ 
丨ムに勝てる•たけのたくましさが 
芽生えて来たのは頼母しい(村田) 
ナショナルから2勝目 
遠征第14戦はオランダナシ•ョナ 
ルとの2回戦として3月12日ヒル 
バーサムで行われた(観衆千五百) 
日 本 23(121116 9}15オランダ 


T 

M 

7 

▼その他の出場者 FP 野田.(得 
〇)、竹野(得〇) 

※相手メンバー不明 
【後記】前夜のレセプションが夜 
中の一時すぎまでかかり、今日の 


得〇 01421002131 

つルトグルスクスグル I シル 

ゼレ r ッ I ノー 
ンー ノバーレソ、、ンヨダンー 

ノバルゼリノイシ 
ランレテ，インゴルンェシ 
■イルンイュレテ I 
ヴノカケムシェブメリイゲ 
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«里田田名藤野森田川中井 

[0下本野江近木近飯早藤中 

得〇 04 CP 2 LP 721110 


オランダでハンドボールが行年(昭42〕ョーロッパ•ュース 


われたのは45年前。日本と同じ 
ょぅに11人制が主体でその球史 
をつづって来たが、協会が組織 
されたのは意外に遅く一九四二 
年(昭17)。 

競技人口は現 
在五万五千、興 
味をひくのは女子がその六割を 
占めていること•た。 

年少層への普及に力を入れてお 
り、その成果として 18 才以下の 
登録者が三万人近い。一九六七 


大会を主催し13ケ国を集めるな 
ど.その活動も国際的である。 

協会の年間予算は邦貨五千一一 
百万円。体協から二千万、国か 
ら千八百万、そ 
のほかはクラブ 
からの登録料で 
まかなぅ。協会には8人の事務 
員がおり組織を円滑に動かして 
いる。事務員の給料 C 年間一人 
百十万).など協会の事務経費が 
予算の五割にあたる。〔村田弘】 


オランダの 
ハンドボ—ル 
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【後記】互いに2試合目とあって 
手の内が判っており気分的に楽だ 

った。 

オランダの雪じょくの意気はす 
さまじいばかりで激しい斗志でぶ 
つかってきた。 

日本も第一戦に苦しめられた左 
腕のジャンプシュートをマーク、 
その選手への詰め、フォローそれ 
に相手の速攻に対して早い帰陣を 
することをテーマにした。 

考えてみれば、全日本の最大課 
題である〃防禦"は3年前の世界 
選手権を終った時点から今日にい 
たるまで、我々に常につきまとっ 
ている〃宿命〃みたいなものにな 
ってしまった。 

しかし、今回の経験からいって 
も「よい防饌のあるところによい 
攻撃がある」ことはまちがいない 

試合 It 、 館内が暗く、そのため 


に GK とディフヱンスのタイミン 

グが合わず前半20分までは相手の 
先行を許した。 

しかし、時間がたつにつれ GK 
の好捕から反撃のチャンスをつか 
み早いパスワークからブロック ( 
パラバン〕シユートでポイントを 
返した。 

後半はいっそう調子があがり速 
攻を連続、安定したゲームで観衆 
を沸かせた。 

幸いにも2勝をあげることがで 
きたがオランダのリズミカルな口 
丨 リングオフヱンスは鮮やかで日 
本チ—ムも是非身につけたいテク 
ニックであった。.(村田) 

お詫び本誌前号(73号)1頁 
世界選手権速報のうち、9位決定 
リーグにポ^~ランドが進出するよ 
うに報じましたがアイスランドの 
誤りでした。 
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イタリアにも大勝 

ロ ー マに移っての遠 

征第15戦は3月14日イ 

タリアナショナルと行 
つた。(観衆三千) 
日本 
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得〇 0430120201 

J アラリノニトイニタ I 才 
ァビエドーニ t ー ッリ - 
1 <ァァヵーバィノ 〆 チ 
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初田里田井田藤野中森藤名 

[ H 本下飯中野近木.藤近斎江 
得〇 01322354270 

▼その他の出場者 FP 早川 

4)、竹野(得〇) 

〔後記】ィタリアのハンドボ！ル 
はまだ歴史が浅い。4年前からは 
じめ競技人口は二〜三千。ィタリ 
ア中央部を中心に有カクラブは15 
だそぅだ。学校体育として普及の 
途上である。 

ナショナルチームは24才以下の 
新進が主力。会場はローマオリン 
ピックでバスケットボールに使用 
された体育館 036 MX 19 M とコー 
卜がせまい上に暗い。 

イタリ' T 協会の計1®で付志と5 


年かけて競技人口を伸ばし、10年 
後にはョーロッパのトップレベル 
に近づけたいといぅ。ルーマニア 
からコーチを招く話も進み強豪各 
国と近接した条件などを考えれば 
その可能性も充分だが、この試合 
では日本に比べて体力、体格もお 
とり技術的にも見るべきものは少 
かった。 C 村田) 
荒つぼいィスラエル 

遠征第 16 戦は9年ぶり 
にィスラエルを訪問、3 
月 16 日テルアビブで イス 
ラエルナショナルと行っ 

た。(観衆二千〕 

日本 
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▼その他の出場者〔ィスラヱル】 
FP ヤコブ(得〇)【日本 〕 FP 
藤中、竹野(いずれも得〇) 
【後記】審判の判定が全く公正を 
欠いて後味の悪い試合だった。 

10位日沐に一矢を' tf くいようと 


するイスラ H ルの斗志はすごく、 
それが昂じて粗慕にさえ化してい 
た0 

前半、相手の中央攻撃 K : 対し力 
ツトから独走の好機をしばしばつ 
かんだが、コ—卜がゼメント製で 
走りにくくフオロ I がない。セツ 
卜からの攻撃も荒い守りに封じこ 
まれ、しかも GK ダニーが好守を 
見せたため、.日本は最低の得点に 
終った。終盤逃げこみを企るイス 
ラエルは徹底したスローぺース ( 
ストーリング)〇後半22分以後、 
日本は2回しかボールを持たなか 

った。 

それにしても審判員のルーズな 
ジヤツジングはひどい。日本のク 
イツクプレーはほとんど笛で寸断 
され、反則の基準も相手と日本で 
はまったく違ぅといった具合だ。 

しかし、どのよぅな条件下、ど 
のような事態がおきても国際試合 
は勝たねばならない。イスラエル 
のラフプレ1もアンフエフアな判 
定も"教訓"なのである。(村田) 


遠征最終戦圧勝で飾る 
遠征第17戦(最終戦)は3月18 

日セタル•ジョ丨サでイスラエル 
ナショナルとの2回戦として行わ 
れた(観衆千五百) 
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本 
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▼その他.の出場者 FP 藤中、竹野 
(いずれも得〇〕 

【後記】相手の手の内、審判の進 
行ぶりなど判っているハズだ•つた 
が前半はまたしてもイスラエルの 
ベースへ乗せられた。しかし後半 
は相手の攻馨ミスとパス•カット 


から速攻を連発、守っても組織力 
のあるプレーでィスラエルの攻撃 
をふいせだ。 . 

スロ I ぺースで攻めこんで くる 
チームには日本は先行しないかぎ 
リぺースを握れず苦戦する癖 (く 
，せ)があるようだ◦今後の参考に 
したい。 

会場はテルアビブからバスで6 

時間の農村都市。試合前に雨が降 
り セメントコー トが水びたしにな 
るというなかでの最終戦だった。 

世界選手権をふくめると6ヶ国 
を転戦、11ヶ国と対戦したわけだ 
がそれぞれタィプがまったく違う 
相手だった。いずれの試合でも日 
本のたくましさをかなり発揮でき 
るようになったのは収獲である。 

(村田) 

台湾で模範試合 

全日本チームは 3 月 22 日午後、 
タイペイに立ちより模範試合(紅 
白戦と練習)を公開した。台湾 ( 
中国)協会主催によるもので盛況 
だった=詳報次号、 


7人制に一本化されたのは10年 
前のこと。協会組織ができて15年 
にしかならぬが現在全国男子二百 
クラブ四千人、女子二〇クラブ四 
百人が登録されている。 18 才以下 
は未登録•次が約四千五百人の競技 
者がいるといぅ。 

公式の J £ さをもつコ^卜 U すべ 


てセメント製だ。国内選手権は地 

イスラエルの 

ハンドポ—ル 

方リーグの首位が12チーム集って 
争われる。 

ヨ 1 P ツ。ハ各国との交流を積極 


的! C 行うよう前向きの姿勢でおり 
やがては侮りがたい存在となろう 
国際公認審判員が6名いるのも特 
筆される。|部に伝えられるアジ 
ア地区への転籍は日本、韓国など 
との距離や経済的事情などで今の 
ところ考えられてはいない感じで 
ある。 〔村田弘】 
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どうなる 

オリンピック出場 

〜日本の推せん確定の報も〜 




国際ハンドボール連盟 (IHF 
) は3月7日夜、パリで技術委員 
会を開いた。 

，世界選手権の技術的な諸問題と 
いぅのが議題といわれたが、明き 
らかに「オリンピック出場に関す 
る予備会議」(村田全日本監督の 
話〕で、田村団長(日本協会々長) 
村田監督らの得た情報によると大 
要次のよぅな申し合せを行つた模 
様である。 

一、ミュンヘン•オリンピックの 
.ハンドボールは男子 16 ヶ国で実 

施 

一、公約どおり、今回の世界選手 
権上位8ケ国(ルーマニア、東 
ドイツ、ュ—ゴ 、.デンマ ーク、 
西ドイツ、スウ ヱーデン"チヱ 


コ、ハン.ガリ—)に出場権を与 

える0 

一、残りの8ヶ国のヮクは予選を 

行って決める。 

イ、日本をアジア地域代表とし 
て推せん 

口、アメリカ、 カナダ、アイス 

ランドの3ヶ国で予選を行い 
勝者に出場権を与える。 

ハ、残りの6ヶ国のヮクはョー 
ロッパ-ァフリカ 地域で予選 
を行う。 

16 ケ国なら出場確実 

これらの案は8 月ストックフオ 
ル.ムに IH F 技術委員会を招集し 
て確認、その場で『原案』として 
成文化し、 さらに 9 月プラハで 開 
かれる第13回 IHF 総会にかけて 
承認へもっていく意向のようだ。 

田村会長は「パリでの申し合せ 
が修正されることは考えられまい 
」と語っており、日本の推せん出 
場は確定的とみてよい。 

しかし、3 月 31日現在、 IHF 
は上位8ヶ国に対する出場権をも 
含めて、なにひとつオリンピック 
に関する発表を行っていない。 

それというのも、いまだに肝心 
のミュンヘンにおけるハンドボー 
ル競技が何ヶ国で実施されるか明 
きらかにされていないためだ。 

本誌でも再三伝えられているよ 
うに、今のところ「男子 16 ケ国」 
が有力だが、ブランデ I ジ国際才 


リンビック委員会 ( IOC ) 会長 
の提唱する「球技8ヶ国案」が力 
ゲをひそめたわけではない。 

それが ミュンヘンから 適用され 
るのかどうかは5 月アムステ ル ダ 
ムで 開かれる第69回 IOC 総会で 
最終決定されるが、それまでは I 
HF としてもう かつな発表はでき 
ないのである。 . 

日本の出場確定的というのも「 
16 ヶ国で行えば」の大前提が必要 
なのだ。 

横たわる国内外の課題 

"朗報，を手ばなしで喜べぬ課 
題は他にもある。 

どちらかといえば今回の選手権 
出場国を有利に取り披った前記の 
案を他の加盟国が無条件にのむか 


どうか。 

今大会の前にも「予選方法が地 
域を無視した」とモ P ッ n が強硬 
に抗議、ポ I ランドとの予違を棄 
権したような事態(本誌 70 号参照 
) が起きておりいつそう懸念され 
る0 

日本の推せん根拠が「アジア」 
にあるのか「10位」におかれたの 
かも詳らかではない。 

「10位」ならば問題はなかろう 
が「アジア」であつた場合、韓国 
との関連、 ィスラ H ルら西アジア 
地区諸国の動向が注目されよう。 

田村会長ははつきり『 〃10位， 
が認められてのこと』といってい 
る0 

日本国内のミュンヘンへの態勢 
も現時点では明きらかにされてい 


(写真)日本—チヱコ戦。日本の攻守は欧州関係者の目を見はらせた 


― 28 — 










j ……… IHF 加盟国… 

!【アジア地域] 

日 本 
韓 国 
※台 湾 
※中 共 

i 【ョ ーロッパ地域】 

ル 1 -7ニア 

東ドイツ 

ユーコ' 

デンマーク 
.1 西ドイツ 

I スウヱ，デン 

I チヱコ 

! ハンガリー 
ソピェト 
アイスランド 
フランス 
ノルウェー 
ポーランド 

スイス 

スペイン 

オランダ 

ベノレ¥— 

ブルガリア 
オーストリア 
ルク七ンプルグ 
ポルトガル 
フインランド 
イタリア 
△イギリス 
(西ァジァ地区） 

イスラエル 
レバノン 
ヨルダン 
シリア 

△クウ： n — 卜 

【アフリカ地域】 

アラブ連合 
チュニジア ♦ 

モロ、;/ 3 
アルジェリア 

マリ 

セネガル 
ダオメ 

コートジボア*—ル 
△コンゴ • ブラザビル 
△コンゴ•キンシャサ 
△カメルーン 
△リビア 
△マダガスカル 
△オートボル.夕 
【アメリカ 地域】 
アメリカ 
カナダ 
ブラジル 
アルゼンチン 
※メキシコ 

△印仮加盟国 
※印未加盟（本誌調) 



なぃ。 

ぃ‘3月24日付の報知新聞(東京) 
に報じられた日本オリンピック委 
員会 ( JQC ) 青木半治委員長の 

見解は『ミュンヘンオリンピック 
には全種目参加するかどうかも決 
まっていないのでハッキリしたこ 
とはいまはいえない。だが メキ シ 
コ大会での"国内選考基準"があ 
る程度参考になろう。とすれば国 
際連盟の参加資格を得たハンドボ 
I ルは国内でもある程度有資格者 
といえよう』0 

たのもしい選手団の自信 
いずれにせよ、今回の代表チ— 
ムの活躍によって、日本ハンド，ボ 
丨ル界のめざす#ミュンヘン"は 
極めて近い存在となったことは間 
違ぃなぃ0 

村田監督は『ルーマニア、東ド 
ィツ、ソビエト以外の国なら一応 
どこの国とも対等以上に戦える。 
今後の目標はオリンピックでの上 
位進出。』と語っており選手団の 
得た自信も大きくたのもしい。 

1 OC 総会 (5 月〕— IF 総会 


(9 月〕それに JOC の態度と斯 
界は一喜一憂することになりそう 
だが、夢の実現はもはや時間の問 
題といってよさそうである。 

なお、女子の オリンピック 採用 
に関しては、 メキシコ 大会以後2 
回の I 〇 C 総会で結論を得ず'-.保 
留」されたままだが、 IHF 自体 
があまり積極的でないことな ども 
あって実現の公算はうすい。一昨 
年 メキシコ シティで開かれた IO 
C 総会では女子採用.の場合、参加 
国数は男女あわせて 16 以内という 
ことに決められている。(文責 • 
編集部〕 

来秋、3国対抗 

実 il か全日本、元気に帰国 

全日本チーム田村団長、村田監 
督ら一行 16 人は3 月 23 日 午後4時 
■20分羽田着の中華航空機で帰国。 

西副会長、荒川理事長ら日本協 
会役員のほか、会社、母校関係者 
が多数出迎えた。 

田村団長0 n 本協会々長)の話 
選手たちはま〇たくよくやった。 


ベストエィト 人りこそ逃したが、 
力と技のぶつかりあいの中で小さ 
な日本選手が堂々と10位に入った 
ことを 欧州の関係者、 IHF 役員 
は高く評価してくれた。 

ミュンヘン•.オリンピックが男 
子 16 ヶ国で行われる場合、日本は 
アジア 代表として推せん出場する 
ことが 確定的だ。，正式には8月の 
IHF 技術委を経て11月の IHF 
総会で発表されるだろう。 

オリンピックに 備えた強化とし 
て 来年9 月、 日本で ソビエト•ス 
ゥヱー デンと による「三ヶ国 対抗」 
を行う予定だ。今秋の外国チ—ム 
招待は相手の事情で難しい。 

村田監督の話べスト H ィト入 
りという目標を達せず残念だ。声 
援して下さった日本の皆さんの期 
待に応えられず申し訳ない。 

各国の実力は予想どおりと云え 
たが、日本も大きな成長をとげた 
と思う。特に欠点とされた防禦面 
の強化が実った ことと、スケー ル 
の大きい攻撃が好結果を生んだ。 

昨年6月の欧州違征が選手たち 


に自信を植えつけていたのも見逃 
せない。 

〃世界〃が身近かになったのは 
選手の努力のたまものだ。精進を 
重ねれば、必ず世界最上位へ進出 
できる。今後は国内の試合も失点 
を最小限にとどめるよう守備面の 
強化を指導し全体的なレベルアッ 
プをはかりたい。 

■竹野コ—チ兼選手の話有力国 
は予選リーグで1 • 2位どちら K 1 
なったほうが決勝トー ナメ ントを 
有利に戦えるか考えながら試合を 
進めるなど〃余祐，があった。日 
本と各国の相異はいまやこの"余 
祐，の差だけといってよいのでは 
なかろうか。 . 

ルーマニア、東ドィツ、ソビエ 
卜、チヱコあたりには苦しむだろ 
う.が、その他の上位国には充分勝 
算がある。実力は接近している。 

ユーゴ戦の引き分けや、これま 
で手も足も出なかったチ ェコ、 ソ 
ビエトに善戦できた一因としてチ 
. ムワ^ —クのよかったことをあげ 
たい D 
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精密金型設計 • 製作 
マイクロ プラスチック成型 
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「全自衛隊連盟」が正式に発足_事議：審^ 


かねてから結成の準備を進めて 
いた全自衛隊ハンドボ—ル連盟が 
4月1日正式に発足する£:とにな 
り、その役員などが発表された。 

それによると、会長} C は元自衛 
隊体育学校長でハンドボール 1 C 深 
い理解を示しつづけ&れていた森 
川竹雄陸将補を推たい。初代理事 
長には、自衛隊勝田(茨城〕のプ 
レーィングマネジヤ ー として 自衛 
隊球界の発展! C 功績のあった富永 
劭氏(とみなが.たかし、一尉 • 
勝田施設学校教官、日大出、現全 
日本実連理事、34才)が決まった ■ 

近く、日本協会へ加盟団体とし 
ての正式手続きをとるが、自衛隊 
の行っているスポーッで、全自衛 
隊連盟組織ができるのはハンドボ 
1ル.が初めてのことであり、内外 
から多くの注目が集っている。 

当分のあいだ同連盟の主事業は 
日本協会との共催による「全自衛 
隊大会」で、今年は第2回大会と 
して6月20 、 21、22の3 日間、 東 
京駒沢球技場で開かれる予定。 

〇…… 役 員 ……〇 
▽会長森川竹 雄 (陸将補、陸上 
富士学校副校長)▽副会長千葉 
磨 c 陸将補、勝田施設学校長)、平 
野晃(空将補、百里第七航空団司 
令)、小西十邱(一等海佐、宇都 
宮教育航空群司令)▽理事長、富 
永劭▽副理事長、岡田宇三郎(海 
上•宇都宮教育 航空群〕 ▽理事 
箭内正明.(陸上.仙台)、熊原顕 


1 ( 海上•下総)、桜底和夫 t 航 
空•百里)、.芦刈義人(陸上•船 
岡)、白坂義弘(海上•鹿屋)、堀 
井正洋(海上•宇都宫)平池純逸 
(陸上■勝田)、藤原幸介(陸上 
.久里浜)▽監事、森岡浩一(海 
上•下総第4航空群)、石橋昭一 
(海上.宇都宮教育航空群) 

昨年6月駒沢で第1回全自衛隊 
選抜大会を" ィンスタントへ に開 
いたのをキッカヶとしてわずか10 
ヶ月で自衛隊スポーッでは.初めて 
の全国的な競技連盟が誕生したの 
は隊内関係者の情熱に負うところ 
が大きい。 

自衛隊の球技としては10年前か 
ら全自衛隊大会を行っているラグ 
ビーや サッカ ー 、それに バスヶッ 
トボールなどがあるが、今回のハ 
ンドボ—ルのような組織はまだな 
い。最近までは全日本実連の一専 
問部となるかに伝えられていたが 
一気に独立、日本協会五つ目の加 
盟団体としてうぶ声をあげた。 

日本協会でも自衛隊への普及に 
は大乗り気で、今年1月、田村会 
長、荒川理事長が防衛庁、陸幕な 
どを訪れたばかり。正式加盟は次 
の全国評議員会(開催期日未定〕 
となるが、学連、高体連、実連、 
教職連とはいささか〃体質〃を異 
としているだけに今後も日本協会 
.•の支援は必要であろう。 
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"昭和 45 年度登録要領を発表 5 月 31 日 〆 切り V 


日本協会では、.このほど昭和 
45年度(45年4月1日〜 46 年3 
月 31 日)日本協会の登録要領を 
発表した。 

それによると、本誌でも再三 
伝えられて いるよぅ にチーム登 
録料が別表のよぅに値上げとな 
つたほか、都道府県協会登録料 
は「登録数11チーム以上、一万 
円(現行)」と「同10チーム以 
下•五千円(新8」の二本建 
てが初めて採られる。 

手続き面ではほとんど例年に 
変わりはないが、機関誌送付の 
正確を期すため用紙の一部が改 
正された。 

日本協会へ登録す る チー ムは 
各都道府県協会へ所定期日まで 
に登録用紙3部 ( 様式 AH 1 部 
様式 B = 2部)を提出、各都道 


府県協会は協会長印を擦した様式 
A を•一括して5月 31 日までに規定 
の納入金を添えて日本協会(東京 
都渋谷区神南 一丁目1の1、郵便 
番号一五〇)へ届出ることになっ 
ている0 

登録メ切日をすぎたあとの受け 
つけは一切認められないが、新設 
チームはこの限りではない。また 
一般の個人追加登録は6月1日以 
降も認められるが、一人につき5 
00円の追加料がいる。 

国体出場資格も明確に 

また、国体(注•今年度は10月 
10日〜15日.盛岡|&)の登録につ 
いては、高校男女は例年どおり「 
県選抜」「混成」が認められる 
が各種別とも今年も11名に特別規 
制される。競技規則どおり 12 名と 
した場合、現行の5種別72チーム 


を5種別 66 チ I ムに 減らさな け 
九ばならないための措置だ。こ 
のほかこれまで明確さを欠き 
混乱を招いていた「出場資格」 
のぅち、前年度県予選に参加し 
た者は、たとえ地域予選•本大 
会へ出場できなかった場合でも、 
今年度はその県以外からの出場 
を認めないことが明きらかにさ 
れた(ただし、新卒者を除く)。 

なお、体協国体委の決定によ 
り高校実習助手は教員として出 
場が認められる。 

自衛隊チ— ムは 全国自衛隊選 
抜大会 (6 月20〜22日•駒沢) 
への出場は日本協会未登録でも 
よいが、全日本•国体などには 
一般.チームとしての正規の登録 
が必要である。 
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岐阜、神戸、大阪で3試合 

全日本男子の帰国報告試合 


日本協会は第2回全日本国内サ 
—キットとして、世界選手権に出 
場の全日本男子帰国報告会を兼ね 


次の3試合を行うと発表した。 
▽第 1 戦 (3 月 30 日•月. 18 時、 
岐阜県営体育館)対全岐阜 


▽第 2 戦 (4 月 1 日•水. 18 時、 
神戸中央体育館)対全兵庫 
▽第3戦 (4 月 2 日•木. 18 時、 
大阪中央体育館)対全大阪 
全日本男子は田村団長、村田監 
督ら代表 16 人が全員参加する。 


望みぅすの国際試合(今秋) 

日本協会ではことし9月4日か合実現は残念ながら御破算の公算 
ら24日の21日間 (8 試合)に予定しが強い。 

ていた国際試合の計画を白紙にも 国際試合開催の準備を進めてい 

た県協会は東京、神奈川、愛知、 
三重、京都、大阪、福岡、熊本で 
近く全8試合の受け入れが確定す 
るところだった。 

日本協会では、4月6日の月例 
常務理事会で、£の問題を協議す 
ることにしている。 

三菱鉛筆、廃部決まる 

女子実業団の最上位にぁる三菱 
鉛筆 C 神奈 川) ハンドボール部は 
会社側の事情で3月31 日付をもっ 
て廃部されることに決まった。 

「社内の体質強化をすすめるた 
め」 といぅのがその理由だが、昭. 
和40年4月部結成以来、， ゾ—ズン 
毎に実力を引きぁげ、技 心とも! C 
国内女子の代表的 チ—ムとして活 
躍をつづけていただけに今回の廃 
部を惜しむ声が強い。 

来月、全日本審判員研修開く 

昭和45年度全日本審判員研修会 
は5月25、26日の2日間の東京代 
々木の日本青小年総合センターを 
中心に行われる。 

今年度に予定される八つの全国 
大会(国体を含む〕の審判を担当 
する約百名が受講する。 


どすことに内定。ヨー P ッバチー 
ム(男子の一流国ナショナル チー 
ム〕の今秋の来日はかなり難しく 
なったようである。 

42年9月以来とだえていた国内 
における国際試合の開催 1 C ついて 
は、昨年10月の全国評■員会(長 
崎〕■で承認され、西ドィッを第一 
候補に折しようしていたが、同協 
会がナショナルチールの編成が難 
しいとしたため断念、第二候補 fc 
あげていたルーニアは来年以降デ 
ンマ—クも47年に来日の意向があ 
ると伝えられて正式な交渉の前に 
あきらめた。 

しかし、 オリンピックに 備えて 
是非とも今秋ヨ — a ッパチ ームを 
招くべきだという声が強く、黨' 
選手権出場の田村会長(団長)と 
村田選手強化対策委員長(監督) 

に、直接各国関係者と話し合いす 
ることを一任した。 

両氏は滞欧中「今大会のベスト 
エィト」を基準 ic 各国へ打診した 
が、いずれも世界選手権参加のた 
めに今年の予算を使いはたし来日 
不可能なことが判った。 

日本協会では、女子または二、三 
の有カ クラ プチームになお望みを 
かけているが、3年ぶりの国際試 
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中京ク、常盤工業降し 優勝 

女子は田村紡の6連勝 
第 9 回東海室内選手権は 2 月 22 
日名古屋の愛知県体育館に東海 4 
県の予選勝者男女8チームが参加 
してト ー ナメントで争われた。 
.男子は、1回戦でクラブ同士、 
実業団同士が対戦、中京ク(愛知 
) 常盤工業(岐阜〕の決勝となっ 
たが中京クが前半巧く自分のベー 
スで試合を運び、後半、'#盤の追 
撃を振り切り優勝。 (2 年ぶり 3 
度目)。 

女子は、大洋紡(岐阜)、ブラ 
ザ 1 H 業(愛知)が 田村 紡(三重 
) に善戦したが、田村紡の地力が 
優り6 連勝を飾った。田村紡はこ 
れで 3 シ—ズン連続東海 3 タィト 
ル(東海.東海実業団■東海室内) 
を独占。 

▽男子準決勝 (=1 回戦) 

常盤 工業 isl —7 L 4 ぶ -! Brsw 
(岐阜〕2 10171( 三重) 

中京ク〇ヘ 13— e ず清見潟ク 
(愛知) 2 广，： - 1 7 Y (静岡) 

▽同決勝 

フ 8-sli 

▽女子準決勝 (=1 回戦) 
s gf 静北岡)ク 
田(一一 f 重 f u ( n > 犬(岐洋阜 f 


中京ク 17 GIIS 15 常盤工業 


▽同決勝 

3 t 1^6 —2 ノ■—ブラサー 
田村訪 15—3 YX 業 

男子枚方、女子は大谷高勝つ 
▼大阪府高校新人大会 (2 月.大 
版) 

▽男子準々決勝 
枚 方12|8堺エ1 
寝屋川 131 10茨 木 
三国丘 7(分)7都島エ 
抽せんで三国丘高の勝ち 
八 尾 7—3 池 田 
▽同準決勝 

枚 方 C -3寝屋川 

三国丘15—10八 尾 
▽同決勝 

枚方12(571145)！-5丘 

▽女子準々決勝 
鶴見商 3(1)3 八 尾 
抽せんで鶴見商の勝ち 
豊 中 812 泉大津 
住吉学園1012初 芝 
大 谷15|3枚 方 
▽同準決勝 

豊.中 6—4 鶴見商 
大 谷11|3住吉学園 
▽同決勝 
大 


谷14{;771 1202豊 


中 


女子で小諸商強し 
▼第9回長野県総合室内選手権 ( 
2月•佐久高体育館) 

▽男子準々決勝 

上田ク 26111 小諸商 


北農ク 19111 本州大 
長野教員 22—18 屋代高 
北佐久農高 20—15 坂城高 A 
▽同準決勝 

上田ク 15 —S 北農ク 
長野教員 16 — 10 北佐久農高 
▽同決勝/ 

上田クピ^^^了長野教員 
▽女子準々決勝 

小諸商高 A 17—7 北佐久農 A 
小商ク 19—7 佐久高 B 
北佐久農 B 22—2 上田城南高 
小諸商高 B 17 I 0 O 佐久高 A 
▽同準決勝 

小諸商高 A 20—6 小商ク 
北佐久農 B 10 —4小諸商 B 
▽同決勝 

A/K 諸商高晶 luyll 夂農 

追手前1高知西男女で対決 

▼高知県高校新人戦 C 2 月•高知) 
▽男子準々诀勝 
須崎エ 12—6 中 村 
高知西 14 |5伊野商 
高知エ専 11—6 弘岡農 
追手前25|3,幡多農 
▽同準決勝 

高知西11|6須崎エ 
追手前2213高知エ専 
▽同3位決定戦 
高知エ専 14113 須崎エ 
▽同決勝 

追手前158?! 11 45高知西 


▽女子準々決勝 (=1 回戦3試合) 
佐 川7 —〇伊野商 
高 岡 5( 分〕 5 山 田 
抽せんで高岡高の勝ち 
追手前 t -1 2中 村 
.▽同準決勝 

高知西17|1佐 川 
追手前 613 高 岡 
▽同3位決定戦 
佐 川 914 ,高 岡 
▽同決勝 

高知西13{2||31}4追手前 


^lt 'J ly 関 ■■! 子連 


関東学連は"このほど春季リ— 
グ戦の日程と今年度学生役員を決 
め発表した。 

春季リ—グは、例年より早い開 
幕となり 4 月 18 日から 5 月 2 日ま 
での7日間に行われる。今季から 
専修大(東京〕が新加盟、千葉大 

(千葉〕が11年(22シーズン)ぶ 
りに復帰する。このため男子は1 
2、3部が各8校、4部が12校と 
なる。女子は6校の予定。 

【春季リーグ戦日程〕4月 18 、20 
22、25、28、29、5月2日(25日 
は駒沢第二球技場、それ以外は同 
第一球技場〕 

【新委員】▽委員長谷萩勉(日 
体大)▽副委員長神田順三(関 
東学院大〕中村芳則 CH 40 ▽会 
計委員野原文子(日体大) 


•記•世界選手権がおわり、ベ 
•後.スト•エィト入りは惜し 
•集•くも果せませんでしたが 
•編•世界に日本の実力を見せ 
つけることができました。本誌に 
もある通り、世界の球界は日本の 
力の向上ぶりに眼をみはつていま 
す。 

本号では、世界選手権を記録を 
主にしてとびあげ、世界選手権特 
集号の第一編として、みなさまに 
お届けします。 

これは、村田臨督をはじめとす 
る選手団のみなさんが忙しいなか 
を送つてくださつた記録、後記が 
中心になつています。今回の違手 
団実にマメに読者のみなさんのた 
めに貴重な記録を送つてくれまし 
た。感謝します。 

次号は世界選手権特集の.第二編 
として選手•コ I チの皆さんの手 
記などを中心にしたものを企画し 
ています。 

また団長であつた田村会長の手 
になる多くの写真で紙面を飾るつ 
もりにもしています。単に文章だ 
けでなく、眼で見る世界のハンド 
ボールを読者のみなさんにタップ 
リ見ていただけるよぅに企画して 
います。ミュンヘンをめざして新 
な出発を今回の選手権を回顧する 
ことからはじめそこから問題点を 
日本のハンドボール界の全員が考 
えてほしいと思います。 

(TS 、 F) 
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写真と図 
解による 


^ハン K ■ ボ ^-ル 

BH 3 KWfs ^ lli 長 荒川清美/ 大阪体育大学助教授 石井喜八共著 

本書は、ハンドボール競技をなによりも愛し、それゆえに、この競 
技の普及.向上のた，め.に骨身を惜しまない努力をかたむけている著 
者の、競技を愛する心と情熱によって生みだされたものです。また、 
本書に用い.られている写真は、その豊富さと、俯瞰.による独特の撮 
影技術によって類書にはみられない特色をもっています。 

〈内容〉第—章「競技の概説と歴史」第2章「個人技術」第3章 
「集団技術」第4章「ハ.ンドボ—ルの科学的基礎」 

(付録) 「ハンドボ—ルの審判」-1ハンドボ—ル競技規則」「日本 
における ハンドポ—ル競技に関す. る 研究小史」 八5判¥400 

• fc ホ I ツ • >n I ス シリ ー ス- 

ゞ \ . 、、|ヽ 豊田博•島津大宣共著 


\ . 、、|ヽ. k 豊田博•島津大宣共著 

ノ vll^Ti 7袭室 As 判.定価五四◦円 

初心者からオリンピツグ、世界選手権参加の選手をも対象として、 
系統的なパレーボ—ル練習法をまとめた世界に類のない教科書。 

づくり教室 A5 判•定価三六〇円， 

からだづくりトレーニングは計画的•段階的に行なわれるべきで、 
本書は「教程」方式で具体的にトレ—ニングを進める。 

K ^ 波多野動著 
片 詞 隶 A 5判•定価三四〇円 
小学生より社会 A 、カナゾチから選手まで、図と写真にみちかれ • 
ながら楽しく学べる教程方式の水泳教室。 













「ミシン^一力- 

「各種機器の総合/一力 一 i へ 






ブラザーはミシンの技 
術を母胎に新製品の開 
発に努め、多角化を進 
めてまいりました。 
現在 ブラザ— には、ミ 
シン、 編機、事務機、' 
家庭電器、工作機、楽器 
の6 つの 部門 かありま 
すが、 ぃずれもその 優れ 
た 品質で、 世界の 市場 
をリ— ドしております。 
ブラザーはこの成果に 
甘んじる ことなく、さ 
らに自社技術の開発と 
取り組み、各種機器の 
総合メーカーとして一 
段と飛躍すべく胎動を 
始めております。 


日本ハンドボ—ル協会編 

「ハンドボ—ル』 
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